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信
濃
国
松
代
藩
真
田
家
の
志
野
流
香
道
享
受
に
つ
い
て

―
国
文
学
研
究
資
料
館
　
寄
託
　
信
濃
国
松
代
真
田
家
文
書
群
内
　
香
道
関
係
書
類
を
中
心
に
―

国
文
学
研
究
資
料
館
　
外
来
研
究
員
　
武
居
　
雅
子

本
稿
で
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
信
濃
国
松
代
真
田
家
文
書
に
含
ま
れ
る
香
道
関
係
文
書
・
史
料
の
精
査
検
証
に
よ
り
、
真
田
家
に
お
け
る
志
野
流
香

道
受
容
の
様
相
を
具
体
的
か
つ
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
た
。

ま
ず
伝
書
八
点
に
つ
い
て
内
容
の
紹
介
検
討
を
行
い
、
奥
書
を
分
析
し
て
成
立
年
度
や
著
者
、
相
伝
者
等
を
考
察
し
た
。
伝
書
八
点
の
う
ち
、
成
立
年
、
著
者
、
相
伝
の
経

緯
が
わ
か
る
も
の
は
、『
十
種
香
表
十
組　

香
道
之
次
第
聞
書
』
宝
暦
十
二
年　

戸
塚
政
徳
・
和
田
柔
周
、『
十
組
香
道
次
第
聞
書
』
宝
暦
十
二
年　

戸
塚
政
徳
、『
志
野
流
香
道

秘
伝
』
明
和
五
年　

篠
原
勝
庸
、『
十
種
香
次
第
聞
書
』
安
永
六
年　

篠
原
勝
庸
で
あ
る
。
天
明
期
に
は
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
志
野
流
香
道
伝
書
『
香
道
八
重
垣
』
の
巻
四

〜
八
（
最
終
巻
）
も
存
在
す
る
が
、
巻
一
〜
三
は
見
ら
れ
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
真
田
家
文
書
に
遺
る
九
点
の
総
包
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
『
香
道
八
重
垣
』
巻
一
〜
三
収
載
の
組
香
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
い
く
つ
か
に
炷
き
が
ら
が
残

存
し
て
い
た
。
そ
れ
は
実
際
に
そ
れ
ら
の
組
香
が
行
わ
れ
た
証
左
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
真
田
家
で
は
伝
書
に
よ
る
受
容
だ
け
で
な
く
、
実
技
を
以
て
志
野
流

香
道
を
享
受
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
た
。

ま
た
こ
れ
ら
伝
書
の
内
、『
香
道
八
重
垣
』『
香
道
伝
書
』
に
つ
い
て
、
国
会
図
書
館
所
蔵
の
写
本
と
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
国
会
本
の
欠
落
を
補
う
こ
と
が
で
き
た
。
具
体
的

に
は
、『
香
道
八
重
垣
』
七
巻
「
琴
玉
香
」
と
『
香
道
伝
書
巻
十
』「
名
香
四
季
部
分
」
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
西
山
松
之
助
『
家
元
の
研
究
』
で
の
志
野
流
『
諸
国
香
道
門
人
帳
』
に
見
ら
れ
る
家
元
制
度
確
立
の
経
緯
を
踏
ま
え
て
、
真
田
家
の
志
野
流
香
道
享
受
が
時
期
を

同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
り
、
近
世
中
期
の
志
野
流
香
道
伝
播
の
状
況
と
符
合
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
提
示
し
た
。
な
お
、
真
田
家
所
蔵
の
複
数
の
伝
書
の
書
写
に
関
わ
っ

た
篠
原
勝
庸
が
、
真
田
家
に
お
け
る
志
野
流
香
道
の
中
間
的
宗
匠
の
役
割
を
担
っ
た
可
能
性
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
： 

信
濃
国
松
代
真
田
家
文
書　

志
野
流
香
道
伝
書　
『
香
道
八
重
垣
』 

志
野
流
『
諸
国
香
道
門
人
帳
』　

家
元
制
度

要
　
　
旨
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Tradition of Enjoying Shino-ryu Kodo 
by the Sanada Family of the Matsushiro Domain 

in Shinano

TAKEI Masako
 Visiting Researcher 

Kokubungaku Kenkyu Shiryokan (National Institute of Japanese Literature)

Summary

In the Edo period, the Sanada family, which ruled the Matsushiro Domain in Shinano, possessed written 

documents from the Shino-ryu Kodo Densho and packages of incense wood. The Shino-ryu Kodo is one of the 

schools of Kodo (the traditional art of appreciating incense).

These documents and packages are currently in the possession of the Kokubungaku Kenkyu Shiryokan 

(National Institute of Japanese Literature).

In this paper, I explore how the Shino-ryu Kodo was accepted and enjoyed by the Sanada family.

First, I examined the contents of eight Kodo books in the archive to investigate when the compilations were 

conducted, who were the authors, and who handed down the traditional art through each book. These details 

were discovered in four of the eight documents.

Of the eight-volume Kodo Yaegaki, which is believed to have been compiled around the Tenmei period for 

handing down the tradition, only Volumes 4–8 exist in the Sanada archive, and Volumes 1–3 are not available.

Each of nine incense packages in the archive corresponds to one of the kumiko assortments of incense 

variations listed in Volumes 1–3 of Kodo Yaegaki. Some of the incense packages contain residues of burned 

incense wood. From the above, it was found that the Sanada family in the Edo period accepted the Shino-ryu 

Kodo not only through the books but also through enjoying actual incense burning involving practical skills.

Moreover, by comparing Kodo Yaegaki and the eight Kodo books mentioned above with the copied 

manuscripts in the possession of the National Diet Library, some missing portions of the Diet library books 

were able to be supplemented.

This article reports that the Sanada family’s start of enjoying the Shino-ryu Kodo coincided with the 

establishment of the Shino-ryu’s Iemoto master system, based on the process described in Shino-ryu Kodo 

Monjincho (Teachers and disciples of the Shino-ryu Kodo) featured in Matsunosuke Nishiyama’s Study of 

Iemoto, indicating the possibility of coinciding with the propagation of Shino-ryu Kodo in the middle of the early 

modern period.

This article also mentions the possibility that Katsutsune Shinohara, who was involved in the writing and 

transcription of several books on the secrets of Shino-ryu Kodo in the Sanada family archive, may have played a 

role as a teacher for the Sanada family and liaison to the Iemoto of the Shino-ryu Kodo.

Key words: Archive of the Sanada family of Matsushiro Domain in Shinano, Shino-ryu Kodo Densho, 

Kodo Yaegaki, Kodo Monjincho of Shino-ryu Kodo, the Iemoto system
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は
じ
め
に

国
文
学
研
究
資
料
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
信
濃
国
松
代
真
田
家
文
書
群
は
①
大
名

家
に
深
く
関
わ
る
お
手
許
文
書
と
②
明
治
以
後
の
家
扶
局
関
係
書
類
と
に
わ
か
れ
、

③
藩
庁
関
係
資
料
も
若
干
含
ま
れ
る
。
①
は
、
諸
規
式
次
第
書
、
叙
位
・
叙
爵
書
類
、

信
之
以
下
藩
主
及
び
親
族
、
柳
生
備
前
守
（
幸
澄
）
な
ど
他
家
へ
入
籍
し
た
弟
妹
ら

の
書
状
な
ど
が
あ
り
、
宝
暦
か
ら
慶
応
の
仮
養
子
書
類
包
、
貴
姫
以
下
息
女
た
ち
の

婚
姻
関
係
書
類
や
、
武
器
帳
を
含
む
御
道
具
帳
類
六
〇
冊
ほ
か
、
短
冊
・
色
紙
・
詠

草
や
香
道
の
伝
書
類
が
あ
る
（
１
）。

香
道
関
係
文
書
・
史
料
は
伝
書
八
点
（
全
て
写
本
）、
総
包
（
組
香
の
試
香
包
、

本
香
包
を
ひ
と
つ
に
入
れ
て
お
く
包
み
の
こ
と
）九
点（
内
一
点
の
み
が
総
包
の
み
）、

香
木
二
点
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
文
書
・
史
料
の
精
査
検
証
に
よ
り
、
松
代
藩
真
田
家
に
お
け

る
志
野
流
香
道
享
受
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
が
近
世
に
お
け
る
志
野
流
香
道

伝
播
の
状
況
と
符
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
察
す
る
。
ま
た
こ
の
伝
書
の
内

『
香
道
八
重
垣
』『
香
道
伝
書
』
に
つ
い
て
は
、
国
会
図
書
館
が
所
蔵
す
る
写
本
と
比

較
し
て
、
国
会
本
の
欠
落
を
補
完
で
き
る
可
能
性
が
窺
え
た
。

分
析
の
対
象
と
す
る
伝
書
・
史
料
は
、

伝
書
八
点
（
香
伝
書
の
通
し
番
号
は
筆
者
に
よ
る
。）

 

１
『
十
種
香
表
十
組　

香
道
之
次
第
聞
書
』
宝
暦
十
二
（
一
七
六
二
）
年

 

２
『
十
組
香
道
次
第
聞
書
』

 

３
『
志
野
流
香
道
秘
伝
』
明
和
五
（
一
七
六
八
）
年

 

４
『
十
種
香
次
第
聞
書
』
安
永
六
（
一
七
七
七
）
年

 

５
『
十
種
香
伝
書
』

 

６
『
香
道
八
重
垣　

巻
四
、五
、六
』

 

７
『
香
道
八
重
垣　

巻
七
、八
』

 

８
『
香
道
伝
書
』

総
包
九
点

 
 

月
見
香
・
新
月
香
・
駒
止
香
・
四
町
香
・
歌
仙
新
月
香
・
住
吉
香
・
草
木
香
・

山
路
香
・
四
季
香

香
木
二
点

 

香
銘
「
み
は
る
仙
人
」「
う
す
き
白
し
ん
羽
衣
」

で
あ
る
。

こ
れ
ら
伝
書
が
書
写
さ
れ
た
宝
暦
〜
安
永
年
間
は
、
真
田
家
藩
主
六
代
幸
弘
の
時
代

で
あ
る
。
幸
弘
は
元
文
四
（
一
七
三
九
）
年
に
松
代
に
生
ま
れ
（
父
・
四
代
信
安
、
母
・

正
室
匡
章
院
（
前
田
利
章
の
娘
））、
宝
暦
二
（
一
七
五
二
）
年
六
月
一
〇
日
に
父
の
死

に
よ
り
一
四
歳
で
遺
領
を
継
ぎ
、
寛
政
一
〇
（
一
七
九
八
）
年
八
月
二
一
日
に
六
〇
歳

で
隠
居
を
し
、
文
化
一
二
（
一
八
一
五
）
年
八
月
三
日
に
七
六
歳
で
没
し
て
い
る
（
２
）。

真
田
家
の
所
領
は
、
現
在
の
北
信
地
方
で
あ
り
、
天
和
八
（
一
六
二
二
）
年
信
濃
国
上

田
藩
よ
り
真
田
信
之
が
一
三
万
石
で
入
封
後
、
明
暦
四
（
一
六
五
八
）
年
、
三
代
幸
道

の
相
続
時
に
分
知
の
沼
田
領
三
万
石
が
独
立
し
、
以
後
一
〇
万
石
と
し
て
幕
末
ま
で
こ

の
地
は
、
真
田
家
の
所
領
と
し
て
続
い
た
。
松
代
藩
は
、
享
保
期
（
一
七
一
六
〜

一
七
三
六
）
か
ら
儒
臣
を
召
し
抱
え
て
い
た
が
、
六
代
幸
弘
は
宝
暦
八
（
一
七
五
八
）

年
に
、
江
戸
か
ら
儒
者
・
菊
池
南
陽
を
招
い
て
稽
古
所
を
興
し
て
い
る
（
３
）。

は
じ
め
に

一
．
真
田
家
の
香
道
伝
書
に
つ
い
て

二
．
総
包
九
点
と
『
香
道
八
重
垣
』
の
関
係

三
．
近
世
中
期
の
志
野
流
香
道
の
伝
播

お
わ
り
に



127

武居雅子  信濃国松代藩真田家の志野流香道享受について

56総研大文化科学研究 第18号（2022）（ ）

で
は
真
田
家
の
香
道
伝
書
か
ら
紐
解
い
て
い
く
。
本
稿
で
は
、
伝
書
内
の
数
字
に

つ
い
て
は
漢
数
字
「
十
」
を
用
い
る
。
な
お
参
考
資
料
「
香
道
の
専
門
用
語
」
を
随

時
参
照
さ
れ
た
い
。

一
．
真
田
家
の
香
道
伝
書
に
つ
い
て

前
記
１
〜
８
の
香
道
伝
書
（
４
）
の
内
容
を
以
下
に
記
す
。

１ 

『
十
種
香
表
十
組
　
香
道
之
次
第
聞
書
』
宝
暦
十
二
年　

横
本
（
縦
13.5
×
横
19.6 

cm
）

全
四
七
丁

香
道
具
の
図
と
そ
の
扱
い
、
十
炷
香
之
式
、
宇
治
山
香
之
式
、
小
鳥
香
之
式
、
小

草
香
之
式
、
競
馬
香
之
式
（
盤
物
）、
矢
数
香
之
式
（
盤
物
）、
名
所
香
之
式
（
盤
物
）、

花
月
香
之
式
、
源
氏
香
之
式
、
源
氏
香
之
図
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

香
之
式
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
香
の
香
組
、
規
則
、
香
之
記
（
記
録
の
書
き

方
）、盤
物
に
つ
い
て
は
そ
の
盤
之
図
、立
物
図
ま
で
一
式
を
記
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

最
終
丁
四
七
表
と
四
七
裏
に
か
け
て
以
下
の
奥
書
が
あ
る
。

 

右
十
種
香
之
次
第
聞

 

書
一
部
者
従
先
師

 

所
口
授
也　

聊
不
可
許

 

他
見
者
也

 
 

 

宝
暦
壬
午
一
陽
朔

 
 

 
 

 
 

戸
塚
政
徳

 

宝
暦
癸
未
春
三
月

 
 

写
之
従
戸
塚
姓
伝
之

 
 

者
也　

而
耳
秘

 
 

 
 

 

和
田
柔
周

奥
書
よ
り
本
書
は
、
宝
暦
一
二
（
一
七
六
二
）
年
一
一
月
一
日
に
戸
塚
政
徳
が
先

師
よ
り
口
授
さ
れ
た
聞
書
で
あ
り
、そ
れ
を
翌
、宝
暦
一
三
（
一
七
六
三
）
年
三
月
に
、

和
田
柔
周
が
戸
塚
政
徳
よ
り
伝
え
ら
れ
写
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
戸
塚
政
徳

か
ら
和
田
柔
周
に
相
伝
さ
れ
た
「
完
全
相
伝
」
形
式
に
よ
る
伝
授
と
考
え
ら
れ
る
。

戸
塚
政
徳
は
志
野
流
の
人
で
あ
る
。

本
書
は「
十
種
香
表
十
組
」と
題
し
な
が
ら
、九
種
の
組
香
し
か
掲
載
し
て
い
な
い
。

「
十
種
香
」
と
は
、「
古
十
組
」（
５
）
と
も
言
わ
れ
る
基
本
的
な
組
香
の
こ
と
で
あ
る
が
、

流
派
に
よ
り
そ
の
内
容
に
異
同
が
あ
る
。

後
述
の
５
『
十
組
香
伝
書
』
に
は
「
連
理
香　

第
十
」
と
し
て
、「
十
百
座
に
い

た
ら
ざ
れ
ば
、
連
理
を
ゆ
る
さ
れ
ず
い
ふ
事
」、「
秘
蔵
第
一
の
伝
受
と
な
り
。」、「
皆

か
た
ら
ず
。
記
録
に
又
残
す
事
い
ま
し
む
。」
と
あ
る
。
本
書
に
「
連
理
香
」
が
見

当
た
ら
な
い
理
由
は
、
連
理
香
が
免
許
皆
伝
の
証
し
と
さ
れ
る
特
別
な
組
香
だ
か
ら

で
あ
ろ
う
。

２ 

『
十
組
香
道
次
第
聞
書
』
宝
暦
十
二
年　

横
本
（
縦
13.2
×
横
19.2 

cm
）
全
四
一
丁

本
書
は
１
の
写
し
で
あ
り
、
香
道
具
図
の
途
中
「
乱
箱
拵
様
寸
法
」
に
始
ま
り
、

奥
書
も
戸
塚
政
徳
に
よ
る
も
の
だ
け
で
終
了
し
て
い
る
。

３ 

『
志
野
流
香
道
秘
伝
』
明
和
五
年　

中
本
（
縦
20
×
横
13 

cm
）
虫
損
甚
大
に
つ
き

全
四
九
丁
か
。

最
初
の
数
頁
は
特
に
虫
損
が
甚
だ
し
い
が
、
五
表
に
「
一　

か
う
し
き
か
み
か
ざ

り
つ
け
」（
香
敷
き
紙
飾
り
つ
け
）
と
あ
り
、
そ
の
後
欠
損
部
分
は
あ
る
も
の
の
二
二

項
目
に
わ
た
り
、香
を
炷
き
出
す
ま
で
の
香
点
法
の
手
続
き
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
後
、

「
か
う
た
き
お
わ
り
て
し
よ
ど
う
ぐ
と
り
し
ま
い
の
事
」（
香
炷
き
終
り
て
諸
道
具
と

り
し
ま
い
の
事
）
と
し
て
、
一
五
項
目
の
手
続
き
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
続
い
て
六

項
目
に
わ
た
り
文
台
が
記
録
を
と
る
た
め
の
手
続
き
が
記
さ
れ
て
い
る
。
最
終
丁
表

と
裏
に
か
け
て
以
下
の
奥
書
が
あ
る
。（
□
は
虫
損
。
ル
ビ
、
一
・
二
点
は
原
文
マ
マ
）。
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右み
ぎ

志し

の野
流り
う

香か
う

道ど
う

手て

続つ
ゞ
き

之の

 
秘ひ

伝で
ん

也な
り　

今い
ま

 
君く
ん

侯こ
う

因よ
つ
て

二　

此こ
の

道み
ち

之の

神し
ん

妙み
や
う

而に
一

 

謹
つ
ゝ
し
ん

而て

奉
た
て
ま
つ
り

二　

相さ
う

伝で
ん

一

畢
お
わ
ん
ぬ

此こ
の

書し
よ

於お
い
て

二

 

臣し
ん

之の

門も
ん

所し
よ
ニ

一

□さ
る

許ゆ
る
さ

二

佗た

見け
ん

者も
の

 

也な
り　

敢
あ
へ
て

以も
つ
て

告も
う
す

焉な
り

 
 

明め
い

和わ

五ご

年ね
ん　

戊
つ
ち
の
へ

子ね　

仲ち
う

春
し
ゆ
ん

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

篠し
の
は
ら原
臣し
ん

勝
庸
上

奥
書
よ
り
明
和
五（
一
七
六
八
）年
陰
暦
二
月
に
、篠
原
勝
庸
に
よ
り
書
写
さ
れ
た
、

志
野
流
香
点
法
及
び
文
台
作
法
（
手
続
き
）
の
伝
書
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
篠
原

勝
庸
は
４
『
十
種
香
次
第
聞
書
』
の
奥
書
に
も
見
え
る
。

４ 

『
十
種
香
次
第
聞
書
』
安
永
六
年　

横
本
（
縦
13.5
×
横
20.2 
cm
）
全
三
五
丁

本
書
に
は
未
使
用
の
名
乗
紙
、
鯨
尺
で
縦
三
寸
八
分
（
14.5 
cm
）、
横
二
寸
五
分

（
9.7 

cm
）
の
も
の
五
枚
が
挟
み
込
ま
れ
て
い
た
（
写
真
１
）。
名
乗
紙
と
は
組
香
で
の

答
え
を
書
く
紙
の
こ
と
で
あ
る
。
本
書
七
丁
表
、「
宇
治
山
香
之
式
」
に
「
右
名
乗

紙
調
様
、
紙
横
に
二
ッ
折
、
又
竪
に
二
ッ
折
、
ま
た
二
に
折
て
裁
る
。
乃
ち
之
一
枚

に
て
八
枚
宛
に
成
也
。」
と
し
て
、「
杉
原
紙
等
に
て
寸
法
ハ
不
定
也
。
元
、
定
法
は

右
之
通
な
り
。」
の
記
述
が
あ
る
。
現
存
の
名
乗
紙
は
、
お
そ
ら
く
当
時
用
意
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
紙
質
は
、
奉
書
よ
り
や
や
薄
手
で
雁
皮
よ
り
厚
い
、
皺
の

な
い
紙
で
あ
る
（
６
）。

本
書
も
十
炷
香
之
式
、
宇
治
山
香
之
式
、
小
鳥
香
之
式
、
小
草
香
之
式
、
競
馬
香

之
式
（
盤
物
）、
矢
員
香
之
式
（
盤
物
）、
名
所
香
之
式
（
盤
物
）、
花
月
香
之
式
、

源
氏
香
之
式
、
源
氏
香
之
図
が
記
さ
れ
、
以
下
の
奥
書
が
あ
る
。

 

右
十
種
香
之
次
第
聞
書

 

一
部
者
従
先
師
所
口
授
也

 
 

聊
不
可
許
他
見
者
也

 
 

 
 

安
永
六
丁
酉
七
月

 
 

 
 

 
 

 
 

篠
原
勝
庸

奥
書
よ
り
、
安
永
六
（
一
七
七
七
）
年
七
月
に
、
篠
原
勝
庸
に
よ
り
書
写
さ
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
本
書
に
も
連
理
香
は
見
当
た
ら
な
い
。

１
、２
、４
の
伝
書
は
「
十
種
香
」
を
扱
っ
た
伝
書
で
あ
り
、い
ず
れ
に
も
「
連
理
香
」

は
収
載
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
先
述
の
通
り
、「
連
理
香
」
が
秘
伝
ゆ
え
に
そ
の

詳
細
を
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。

５
『
十
種
香
伝
書
』　

半
紙
本
（
縦
24.4
×
横
16.8 

cm
）
全
二
四
丁

本
書
も
「
十
種
香
」
が
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、
組
香
の
香
組
、
規
則
、
香
之
記
だ

け
で
盤
物
図
、
立
物
図
は
な
い
。
源
氏
香
之
図
に
つ
い
て
も
香
之
記
に
名
乗
と
し
て

の
図
が
見
ら
れ
る
だ
け
で
、
五
二
の
香
之
図
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
ま
た
奥
書
も
な

い
。但

し
、「
連
理
香　

第
十
」
と
し
て
以
下
の
記
載
が
あ
る
（
句
読
点
、
濁
点
は
筆

者
に
よ
る
）。

 

連
理
香　
　

第
十

 
一　

十
百
座
に
い
た
ら
ざ
れ
ば
、
連
理
を
ゆ
る
さ
れ
ず
い
ふ
事

 
 

 
先
達
の
掟
に
し
て
、
此
道
の
秘
蔵
第
一
の
伝
受
と
な
り
。

 
 

 
故
ニ
此
一
ト
初
の
事
。
火
、
銀
葉
、
札
筒
、
折
居
、
聞
様
、
香
本
、
記
録
、

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

点
法
、
皆
口
伝
有
ト
言
。

 
 

 

皆
か
た
ら
ず
。
記
録
に
又
残
す
事
い
ま
し
む
。
故
人
如
斯
。

 
 

 

今
も
其
掟
を
お
そ
れ
、
別
に
し
た
が
ひ
て
□
を
さ
し
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お
く
。
是
此
道
お
し
む
家
の
志
を
つ
ゝ
む
也
。
経
の
獲
麟
に

 
 

 

は
あ
ら
わ
る
香
事
、
爰
に
は
□
怒
。
世
に
□
□
の
人
有
て

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

焼
合
十
種
ヲ
な
し
て

 
 

 
説
て
別
な
る
事
し
ら
ざ
る
に
や
。
炷
合
と
連
理
と
似
た
る
事
は

 
 

 

似
た
れ
ど
も
別
な
る
事
ハ
大
キ
ニ
別
な
り
。

と
あ
り
、
こ
の
後
に
「
連
理
香
之
記
」（
連
理
香
の
特
別
な
記
録
の
書
き
方
）
の
み

が
記
さ
れ
て
い
る
。
連
理
香
は
他
流
の
伝
書
に
お
い
て
も
秘
伝
と
さ
れ
、
そ
の
詳
細

を
記
す
も
の
は
少
な
い
（
７
）。

６ 

『
香
道
八
重
垣
　
巻
四
、
巻
五
、
巻
六
』　

横
本
（
縦
13
×
横
19 

cm
）
全
九
四
丁

志
野
流
の
組
香
伝
書
『
香
道
八
重
垣
』（
８
）
で
あ
る
。
巻
六
、
巻
四
、
巻
五
の
順

に
綴
じ
ら
れ
て
い
て
錯
雑
が
あ
る
。『
香
道
八
重
垣
』
は
八
巻
か
ら
な
り
、
各
巻
十

組
ず
つ
で
計
八
十
組
の
組
香
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
組
香
ご
と
に
香
組
、
使
用
す
る

香
の
数
、
香
を
炷
く
規
則
や
順
序
、
得
点
の
付
け
方
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
主
題

と
な
る
和
歌
が
示
さ
れ
、
答
え
の
言
葉
に
和
歌
や
物
語
由
来
の
言
葉
を
指
定
す
る
場

合
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
組
香
集
は
実
際
に
そ
の
組
香
を
行
う
た
め
の
テ
キ
ス
ト
と

し
て
機
能
す
る
。

本
書
巻
四
、五
、六
収
載
の
組
香
は
以
下
の
通
り
。
各
巻
に
奥
書
な
し
。

 

巻
四

 
 

 

和
歌
題
香
・
古
今
香
・
古
今
和
哥
香
・
新
古
今
香
・
常
磐
香
・
当
座
和
歌
香
・

禁
裏
香
・
難
波
名
所
香
・
雪
月
花
香
・
花
軍
香

 
 

巻
五

 
 

 

郭
公
香
・
星
合
香
・
鳥
合
香
・
ゥ
客
香
・
陸
奥
名
所
香
・
呉
越
香
・
八
卦
香
・

四
香
三
景
香
（
四
季
の
誤
記
）・
煙
競
香
・
芳
野
香

 

 

巻
六

 
 

 

源
平
香
・
六
義
香
・
無
試
十
炷
香
・
源
氏
舞
楽
香
・
焼
合
花
月
香
・
闘
鶏
香
・

新
闘
鶏
香
・
蹴
鞠
香
・
源
氏
蹴
鞠
香
・
古
法
十
炷
香

７
『
香
道
八
重
垣
　
巻
七
、
巻
八
追
加
』　

横
本
（
縦
13.5
×
横
19.5 

cm
）
全
三
五
丁

巻
七
、
巻
八
の
順
で
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
収
載
組
香
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

 
 

巻
七

 
 

 

雨
乞
香
・
時
雨
香
・
五
色
香
・
一
陽
香
・
二
種
十
炷
香
・
桜
香
・
関
守
香
・

緒
手
巻
香
・
煙
争
香
・
琴
玉
香

 
 

巻
八
追
加
（
巻
八
は
目
録
頁
に
「
巻
八
追
加
」
と
あ
り
。）

 
 

 

雲
月
香
・
山
川
香
・
十
二
種
香
・
異
玉
川
香
・
異
小
鳥
香
・
位
香
・
異
忍
香
・

源
氏
香
古
法
・
六
義
香
古
法
・
歌
集
香

 
 

巻
八
の
最
終
三
五
丁
裏
に
以
下
の
奥
書
が
あ
る
。

 
 

 
 

 

右
者
志
野
流
香
道
八
重

 
 

 
 

 

垣
之
巻
ハ
従
持
明
院
三
位
殿

 
 

 
 

 

門
弟
吉
野
氏
所
伝
授
也

 
 

 
 

 

香
道
之
至
宝
濫
勿
許
他
見

 
 

 
 

 

穴
賢

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

里
見
忠
之
進

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

義
陳

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

篠
原
雲
珵

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

勝
庸
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国
会
図
書
館
蔵
『
香
道
八
重
垣
』（
全
八
巻
）
は
、
各
巻
末
に
以
下
の
奥
書
が
記

さ
れ
て
い
る
（
下
部
は
読
み
下
し
文
）。

右
志
野
流
香
道
八
重
垣
之
巻
者
従

持
明
院
三
位
殿
門
弟
吉
野
氏
所

伝
授
也
然
閲
其
書
旧
本
有
伝
写

之
誤
而
多
可
疑
處
予
憂
之
多
年

也
斯
有
門
人
戸
塚
政
徳
者
自
幼

深
志
於
香
道
従
予
数
年
一
日
不

怠
矣
遂
伝
香
道
之
奥
義
畢
於

此
与
政
徳
挍
考
於
諸
書
改
旧
本

之
錯
簡
為
童
蒙
婦
人
令
改
正
之

誠
香
道
之
至
宝
也
濫
勿
許
他
見

穴
賢

右
志
野
流
香
道
八
重
垣
の
巻
は
持
明
院

三
位
殿
の
門
弟
、
吉
野
氏
よ
り
伝
授
す

る
所
な
り
。

然
る
に
其
の
書
を
閲
す
る
に
、
旧
本
伝

写
の
誤
り
有
り
て
、疑
う
べ
き
所
多
し
。

予
、
之
を
憂
う
る
こ
と
多
年
な
り
。
斯

に
門
人
戸
塚
政
徳
と
い
う
者
あ
り
。

幼
き
よ
り
深
く
香
道
を
志
し
、
予
に
従

う
こ
と
数
年
、
一
日
と
し
て
怠
ら
ず
。

遂
に
香
道
の
奥
義
を
伝
え
畢
ん
ぬ
。

此
に
於
い
て
政
徳
と
諸
書
を
校
考
し
、

旧
本
の
錯
簡
を
改
め
、
童
蒙
・
婦
人
の

為
に
之
を
改
正
せ
し
む
。

誠
に
香
道
の
至
宝
な
り
。
濫
り
に
他
見

を
許
す
こ
と
勿
れ
。
あ
な
か
し
こ
。

 
 

 
 

 
 

里
見
忠
之
進
義
陳

真
田
家
の
『
香
道
八
重
垣
』
に
は
こ
の
奥
書
は
見
ら
れ
な
い
。

ま
た
国
会
図
書
館
蔵『
香
道
八
重
垣
』巻
七
に
は「
琴
玉
香
」が
見
ら
れ
な
い
の
で
、

本
書
で
補
完
す
る
こ
と
が
で
き
た
。「
琴
玉
香
」の
詳
細
は
資
料
１
を
参
照
さ
れ
た
い
。

右
が
、
真
田
家
『
香
道
八
重
垣
』
七
巻
収
載
「
琴
玉
香
」
の
記
述
で
あ
る
。

琴
玉
香
の
規
則
（
ル
ー
ル
）
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

・ 

香
は
二
種
類
で
各
々
に
「
琴
」「
玉
」
と
名
付
け
、
各
四
包
を
用
意
す
る
。
こ

の
内
一
包
ず
つ
は
試
香
と
し
て
本
香
（
本
戦
）
前
に
炷
い
て
聞
き
、
連
衆
銘
々

は
そ
れ
を
記
憶
す
る
。

・ 

本
香
で
は
、
香
六
包
を
打
ち
交
ぜ
た
後
、
そ
こ
か
ら
一
包
を
取
り
除
け
て
五
包

と
す
る
。

 

こ
の
よ
う
に
香
を
取
り
除
け
て
聞
か
な
い
こ
と
を
「
捨
て
香
」
と
言
う
。

・ 

残
り
五
包
の
香
を
順
に
炷
い
て
、
連
衆
が
五
炷
全
て
を
聞
き
終
え
て
か
ら
答
え

資
料
１
　『
香
道
八
重
垣
』
七
巻
収
載
　
琴
玉
香
に
つ
い
て

 
 

 
 

 
 

＊
ル
ビ
、（　

）
内
、
↑
に
よ
る
注
記
は
筆
者
に
よ
る
。

 
 

 
 

琴
玉
香　
　
　
　
　

二
種

 
 

琴
ト　

名
付　
　

四
包　
　

内
一
包
試

 
 

玉
ト　

名
付　
　

右
同
所

 

本
香
六
包
打
交　

一
包
取
り
除
き

 

残
ル
五
包　

炷た
く

な
り　

炷た
き

終
て
披ひ
ら

く
也

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

琴
玉
香
ノ
記

 

こ
の
行
に
は
正
解
を
記
す
。
↓
琴　

琴　

玉　

玉　

玉

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

名
乗　

琴　

琴　

玉　

玉　

玉　
（
皆か
い

）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

名
乗　

玉　

玉　

琴　

玉　

琴　
（
一
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

月
日　
　
　
　

香
本
↑ 

出
香
者
の
こ
と
で
あ

り
、
左
に
名
を
記
す
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

名

←この列には得点を記す。
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合
せ
を
す
る
。

 
答
え
合
せ
を
す
る
こ
と
を
披
く
と
言
う
。

・ 「
琴
玉
香
ノ
記
」
は
記
録
の
仕
方
を
示
し
て
い
る
。
名
乗
の
部
分
に
は
連
衆
の

名
を
記
す
。

 
 

答
え
の
右
の
傍
線
は
、
筆
で
正
解
に
付
け
る
点
を
意
味
し
て
い
る
。
右
の
人
は

五
炷
全
て
を
聞
き
当
て
て
い
る
の
で
、「
全
」
あ
る
い
は
「
皆
」
と
記
す
。

参
考

 

★ 

全
て
の
香
を
炷
き
終
え
て
か
ら
答
え
合
せ
を
す
る
こ
と
を
「
一
炷ち
ゅ
う

聞
き
」
と

言
い
、
一
炷
聞
い
た
ら
す
ぐ
に
答
え
合
せ
を
す
る
こ
と
を
「
一
炷
披
き
」
と

言
う
。

８ 

『
香
道
伝
書
』　

半
紙
三
つ
切
本
（
縦
8.5
×
横
17 
cm
）
全
六
六
丁　

虫
損　

綴
じ
糸

ほ
つ
れ
あ
り
。

本
書
の
内
容
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

 

巻
一　

 

香
之
次
第
・
名
香
目
録
（
十
種
・
追
加
六
種
・
五
十
種
・
百
二
十
種
・

二
百
種
・
新
六
十
種
・
勅
銘
三
十
種
・
公
家
方
御
銘
六
種
・
白
菊
・
柴
船
・

千
代
春
・
初
音
・
後
浅
緑
）
和
香
木
名
寄
（
勅
命
四
種
・
他
十
九
種
）・

香
会
之
式

 

巻
二　

名
香
所
分
集
（
木
所
分
類
）・
香
六
国
五
味
之
弁

 

巻
三　

 

香
合
之
式
（
永
禄
元
年
省
巴
）・
香
合
目
録
（
文
亀
元
年
志
野
宗
信
宅

十
番
名
香
合
）

 

巻
四　

香
継
合
香
留
様
二
十
九
条

 

巻
五　

香
具
之
事　

付
香
盆
香
割
物
之
名
次
第

 

巻
六　

香
炉
飾

 

巻
七　

香
炉
之
図
十
七

 

巻
八　

香
炉
灰
押
形
三
十
二

 

巻
九　

香
道
雑
記
十
七
条

 

巻
十　

 

名
香
四
季
部
分
（
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
雑
・
恋
・
名
所
）

各
巻
末
に
左
記
の
奥
書
が
あ
る
（
巻
二
に
は
な
い
）
が
、
文
言
は
ほ
ぼ
同
様
で
、

傍
線
部
が
各
巻
の
内
容
に
即
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）。

 

右
志
野
流
香
道
書
者

 

持
明
院
三
位
殿
門
弟
吉

 

野
氏
可
相
伝
也
。
香
道
古
伝

 

之
書
付
与
之
。
勿
忽
略
焉
。

巻
三
な
ら
ば
、
傍
線
部
は
、「
香
合
之
式
」、
巻
四
は
「
香
継
合
幷
ニ
香
留
様
之
巻
」

と
い
っ
た
次
第
で
あ
る
。

国
会
図
書
館
蔵
の
同
書
（
９
）
は
、
奥
書
の
最
後
に
里
見
忠
之
進
義
陳
の
署
名
が
あ

る
。
し
か
し
巻
十
「
名
香
四
季
部
分
」
が
欠
落
し
て
い
る
。

真
田
家
の
本
書
に
よ
り
巻
十
を
補
完
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
名
香
四
季
部
分
」

と
は
、
歌
集
の
部
立
に
倣
い
香
銘
を
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
詳
細
は
資
料
２
を
参

照
さ
れ
た
い
。
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資
料
２　
『
香
道
伝
書
』
巻
十　

＊
ル
ビ
は
筆
者
に
よ
る
。
□
は
虫
損
。

 

□
内
に
文
字
の
あ
る
も
の
は
、
一
部
の
筆
意
か
ら
判
読
可
能
。

 
 

 
 

名
香
四
季
部ぶ
わ
け分

六
三
表　

春

 
 

 
 

白
梅　
　
　

老
梅　
　
　

若
菜

 
 

 
 

雉
子　
　
　

花
宴　
　
　

花
雪

 
 

 
 

む
め　
　
　

牡
丹　
　
　

花
散
里

 
 

 
 

丹
霞　
　
　

春
風　
　
　

軒
梅

 
 

 
 

窓
梅　
　
　

紅
梅　
　
　

春
夜

 
 

 
 

八
重
桜　
　

雨
気
花　
　

花
渓

 
 

 
 

桃　
　
　
　

花
浜　
　
　

春
の
み
な
と

 
 

 
 

春
雪　
　
　

晩
花　
　
　

春
暁

 
 

 
 

華
の
賀　
　

佐
保
姫　
　

山
桜

 
 

 
 

碧
桃　
　
　

春
　
　
　

華
林

 
 

 
 

花
陰　
　
　

春
早　
　
　

春
水

 
 

 
 

す
み
れ　
　

海
棠　
　
　

花
水

六
三
裏　

り
ん
か
　
　
　

残
雪　
　
　

落
華

 
 

 
 

探
梅

 
 

 
 

夏

 
 

 
 

花
葉　
　
　

青
梅　
　
　

あ
や
め

 
 

 
 

檽　
　
　
　

二
葉　
　
　

端
午

 
 

 
 

梅
雨　
　
　

杜
若　
　
　

五
月
雨

 
 

 
 

朝
み
ど
り　

柳
葉　
　
　

葵

 
 

 
 

青
葉　
　
　

荷
葉　
　
　

青
山

 
 

 
 

か
い
こ　
　

さ
な
へ　
　

空
蝉

 
 

 
 

薬
玉　
　
　

扇
子　
　
　

撫
子

 
 

 
 

更
衣　
　
　

夕
顔

六
四
表　

秋

 
 

 
 

月　
　
　
　

紅
葉
賀　
　

斜
月

 
 

 
 

藤
袴　
　
　

七
夕　
　
　

八
重
菊

 
 

 
 

芙
蓉　
　
　

真
葛　
　
　

雁
金

 
 

 
 

初
雁　
　
　

夕
霧　
　
　

秋
の
野

 
 

 
 

晩
霞　
　
　

も
み
ち　
　

女
郎
花

 
 

 
 

白
露　
　
　

秋
草　
　
　

星
合

 
 

 
 

丹
楓　
　
　

野
分　
　
　

か
り
や

 
 

 
 

葛
ノ
花　
　

紫
蘭　
　
　

薄

 
 

 
 

露
草　
　
　

田
面　
　
　

残
月

 
 

 
 

満
月　
　
　

桂
風　
　
　

海
月

 
 

 
 

 

衣　

 

か
つ
ら

六
四
裏　

冬

 
 

 
 

夕
時
雨　
　

寒
梅　
　
　

早
梅
 

 
 

 

霜
夜　
　
　

臘
梅　
　
　

雪

 
 

 
 

雪
の
曙　
　

雪
の
野　
　

初
ゆ
き

 
 

 
 

雪
中　
　
　

寒
月　
　
　

袖
の
雪

 
 

 
 

臘
雪　
　
　

鵆　
　
　
　

薄
氷

 
 

 
 

林
雪　
　
　

相
雪　
　
　

雪
の
え

 
 

 
 

木
嵐　
　
　

竹
の
雪

 
 

 
 

雑

 
 

 
 

似　
　
　
　

冨
士
の
煙　

玄
宗

 
 

 
 

楊
き
ひ　
　

八
重
垣　
　

雲
井

 
 

 
 

江　
　
　
　

山
陰　
　
　

芳
村

六
五
表　

こ
い
と　
　

帯　
　
　
　

ち
ゝ
み

 
 

 
 

松
風　
　
　

有
明　
　
　

お
ほ
ろ

 
 

 
 

池
水　
　
　

い
さ
宵　
　

明
ほ
の

 
 

 
 

御
幸　
　
　

横
ふ
へ　
　

か
く
れ
か

 
 

 
 

小
野　
　
　

清
風　
　
　

野
邊

 
 

 
 

さ
こ
ろ
も　

尾
上　
　
　

た
も
と

 
 

 
 

山
颪　
　
　

ま
ゆ
す
み　

十
九

 
 

 
 

最
中　
　
　

ふ
し
木　
　

埋
木

 
 

 
 

囲
碁　
　
　

五
更　
　
　

清
香

 
 

 
 

木
か
く
れ　

古
里　
　
　

古
川

 
 

 
 

奈
良
芝　
　

川
浪　
　
　

梶
枕

 
 

 
 

路
竹　
　
　

し
ほ
や　
　

横
松

 
 

 
 

山
こ
へ　
　

唐
衣　
　
　

夕
煙

 
 

 
 

う
ら
風　
　

か
ん
さ
し　

深
山
路

 
 

 
 

夕
楼　
　
　

遠
景　
　
　

渓
竹

六
五
裏　

志
保
路　
　

初
音　
　
　

羽
衣

 
 

 
 

闇
香　
　
　

松
風　
　
　

高
根

 
 

 
 

槙
の
戸　
　

一
文
字　
　

白
雲

 
 

 
 

松
の
葉　
　

杉

　
　

夕
暮
れ

 
 

 
 

石
帯　
　
　

朝
明　
　
　

一
聲

 
 

 
 

南
山　
　
　

あ
生
遅　
　

薄
雲

 
 

 
 

し
の
ゝ
め　

寸
代　
　
　

硯

 
 

 
 

鏡　
　
　
　

浮
舟　
　
　

こ
し
ば

 
 

 
 

嵐　
　
　
　

木
の
下　
　

薗

 
 

 
 

恋

 
 

 
 

身
を
つ
く
し　

手
枕　
　
　

寝
覚

 
 

 
 

一
二
三
寝　

お
も
か
げ　

立
舞
袖

六
六
表

 
 

 
 

名
残
の
袖　

新
ま
く
ら　

乱
髪

 
 

 
 

夢
枕　
　
　

残カ
タ
ミ生
枕　
　

岩
枕

 
 

 
 

華
か
た
み　

片
糸　
　
　

章

 
 

 
 

橋
姫　
　
　

私
サ
ヽ
メ

語コ
ト

 
 

 
 

名
所

 
 

 
 

大
炊
川　
　

小
倉　
　
　

小
嶌

 
 

 
 

男
山　
　
　

相
坂　
　
　

玉
川

 
 

 
 

野
の
宮　
　

須
磨　
　
　

明
石

 
 

 
 

う
ら
山　
　

宮
城
野　
　

な
つ
の
川

 
 

 
 

立
田　
　
　

音
羽　
　
　

な
に
は

 
 

 
 

名
古
江
野　

飛
火
野　
　

長
安
月

 
 

 
 

洞
庭　
　
　

三
芳
野　
　

三
笠

六
六
裏

 
 

 
 

小
野　
　
　

三
船
山　
　

か
し
ま

 
 

 
 

か
山　
　

宇
治　
　
　

は
つ
せ

 
 

 
 

 
 

 

以
上

 
 

 
 

此
一
巻
古
来
雖
レ
非
レ
所
レ
定
依
二
無

 
 

 
 

據
取
一
而
不
レ
顧

生
ヲ

一
無
涯

 
 

 
 

之

終
ニ 

氾
手
続
設
后
人

 
 

 
 

之
笑
而
已
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以
上
、
真
田
家
八
点
の
伝
書
に
つ
い
て
総
括
す
る
。

①
奥
書
に
よ
り
書
写
年
、
相
伝
の
経
緯
が
明
ら
か
な
も
の

 
１ 
『
十
種
香
表
十
組　

香
道
之
次
第
聞
書
』
宝
暦
十
二
年

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

戸
塚
政
徳
・
和
田
柔
周

 

２
『
十
組
香
道
次
第
聞
書
』
宝
暦
十
二
年　
　
　
　
　
　
　

 

戸
塚
政
徳

 

３
『
志
野
流
香
道
秘
伝
』
明
和
五
年　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

篠
原
勝
庸

 

４
『
十
種
香
次
第
聞
書
』
安
永
六
年　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

篠
原
勝
庸

② 

奥
書
が
な
い
も
の

 

５
『
十
種
香
伝
書
』

③ 

奥
書
は
あ
る
が
、
国
会
図
書
館
が
蔵
す
る
同
書
か
ら
お
お
よ
そ
の
成
立
年
時
や

著
者
が
推
定
可
能
な
も
の

 

６
・７ 

『
香
道
八
重
垣
』　　
　
　
　
　
　
　
　

里
見
忠
之
進
義
陳
・
篠
原
勝
庸

 

８
『
香
道
伝
書
』

戸
塚
政
徳
は
、国
会
図
書
館
蔵『
香
道
八
重
垣
』奥
書
中
に
登
場
す
る
人
物
で
あ
り
、

里
見
忠
之
進
義
陳
は
、
そ
の
奥
書
を
書
い
た
人
物
で
あ
る
。
里
見
忠
之
進
義
陳
は
生

没
年
不
詳
で
あ
る
が
、
天
明
（
一
七
八
一
〜
一
七
八
八
年
）
頃
、
里
見
流
を
創
始
し

た
人
物
で
、
志
野
流
の
流
れ
を
汲
む
と
言
わ
れ
る
。
義
陳
の
後
、
子
の
義
孟
が
流
派

を
継
承
す
る
が
、
し
ば
ら
く
し
て
里
見
流
は
途
絶
え
て
い
る
（
10
）。

『
香
道
八
重
垣
』
に
明
確
な
執
筆
年
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
天
明
頃

に
は
成
立
し
た
伝
書
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
戸
塚
政
徳
が
、
１
『
十
種
香
表
十
組　

香
道
之
次
第
聞
書
』、
２
『
十
組
香
道
次
第
聞
書
』
の
奥
書
を
宝
暦
一
二
年
に
認
め
、

和
田
柔
周
に
伝
授
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
香
道
八
重
垣
』
の
成
立
は
、
天
明
よ
り

早
い
、
宝
暦
一
二
年
以
降
、
明
和
、
安
永
の
頃
と
推
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
か

ろ
う
か
。
和
田
柔
周
に
つ
い
て
は
現
在
不
明
で
あ
る
。

真
田
家
に
お
け
る
『
香
道
八
重
垣
』
の
書
写
年
は
、篠
原
勝
庸
が
書
写
し
た
３
『
志

野
流
香
道
秘
伝
』
明
和
五
年
、
４
『
十
種
香
次
第
聞
書
』
安
永
六
年
の
存
在
か
ら
、

早
け
れ
ば
明
和
五
年
前
後
と
も
推
定
で
き
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
現
存
の
香
道
伝
書
か
ら
、
真
田
家
に
お
い
て
は
、
宝
暦
一
二
年

の
１
『
十
種
香
表
十
組　

香
道
之
次
第
聞
書
』、
２
『
十
組
香
道
次
第
聞
書
』
に
始

ま
り
、
３
『
志
野
流
香
道
秘
伝
』
明
和
五
年
、
４
『
十
種
香
次
第
聞
書
』
安
永
六
年
、

そ
し
て
天
明
頃
に
成
立
し
た
伝
書
と
考
え
ら
れ
る
『
香
道
八
重
垣
』
に
よ
っ
て
、
宝

暦
か
ら
天
明
に
か
け
て
、
志
野
流
香
道
が
受
容
さ
れ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。

な
お
、『
香
道
八
重
垣
』
と
次
に
見
る
真
田
家
史
料
、
総
包
九
点
・
香
木
二
点
に

よ
り
、
実
際
に
聞
香
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

二
．
総
包
九
点
と
『
香
道
八
重
垣
』
の
関
係

総
包
と
は
、
組
香
の
試
香
包
、
本
香
包
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
て
入
れ
て
お
く
包
の

こ
と
で
あ
る
。
厚
手
の
和
紙
（
美
麗
な
料
紙
な
ど
）
を
裏
打
ち
し
て
覆
輪
を
施
し
、

香
包
を
収
容
す
る
畳
紙
と
し
て
使
用
す
る
（
写
真
２
）。
総
包
九
点
（
11
）
は
、一
点
（
歌

仙
新
月
香
）
を
除
き
、
試
香
包
と
本
香
包
を
内
蔵
し
、
炷
き
が
ら
（
香
席
で
炷
い
た

あ
と
の
香
木
・
写
真
３
）
が
残
っ
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
九
点
は
、
左

記
の
『
香
道
八
重
垣
』
巻
一
〜
巻
三
収
載
の
組
香
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

 

巻
一　

住
吉
香
・
山
路
香
・
草
木
香
・
月
見
香

 

巻
三　

 

四
季
香
・
駒
止
香
・
四
町
香
・
歌
仙
新
月
香
（
歌
仙
香
の
こ
と
か
）・

新
月
香

巻
三
の
駒
止
香
・
四
町
香
（
写
真
４
・
５
）（
12
）・
歌
仙
新
月
香
・
新
月
香
の
総
包

は
両
面
仕
立
て
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
側
に
『
香
道
八
重
垣
』
巻
二
収
載
の
組
香
：

忍
香
・
新
宇
治
香
・
三
体
香
・
新
住
吉
香
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
紙
が
貴
重
で
あ
っ

た
こ
と
に
鑑
み
て
、
総
包
を
両
面
仕
立
て
に
し
て
流
用
し
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。

総
包
の
寸
法
は
、
概
ね
縦
五
寸
二
分
〜
六
分
（
約
20 

cm
〜
22 

cm
）、
横
四
寸
一
分
〜

四
分
（
約
15 

cm
〜
16 
cm
）
で
あ
っ
た
。
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ま
た
山
路
香
の
本
香
包
に
は
、
二
箇
所
の
鶯
（
炷
き
出
し
た
本
香
包
を
順
番
に
畳

に
差
し
止
め
て
お
く
た
め
の
丸
棒
）
に
よ
る
穴
跡
が
あ
り
、
複
数
回
使
用
さ
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
（
写
真
６
）（
13
）。

本
香
包
は
縦
三
つ
折
（
14
）
で
、
写
真
３
「
草
木
香
」
の
「
三
音
羽
川
」
の
よ
う
に

左
上
角
に
小
さ
く
「
隠
し
銘
」（
番
号
の
み
で
「
三
」）
を
記
す
も
の
、
写
真
５
「
四

町
香
」
の
本
香
包
「
源
氏
」
の
ご
と
く
、左
へ
張
り
出
し
た
部
分
に
、香
の
「
隠
し
銘
」

（「
源
氏
」）
を
記
す
も
の
の
二
種
類
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
１
『
十
種
香
表
十
組　

香
道
之
次
第
聞
書
』
八
丁
裏
・
九
丁
表
に
記
載
の
「
本
香
包
之
図
」
に
倣
っ
た
も
の

と
い
え
る
。
ま
た
個
々
の
寸
法
は
、
縦
二
寸
七
分
〜
八
分
（
約
10.5 

cm
）、
横
一
寸
五

分
〜
六
分
（
約
6 

cm
）
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
総
包
と
炷
き
が
ら
の
存
在
は
、
実
際
に
聞
香
が
行
わ
れ
た
証
左
で
あ
り
、

真
田
家
現
存
の
『
香
道
八
重
垣
』
は
巻
四
、五
、六
を
綴
じ
た
一
冊
と
、
巻
七
、八
を

綴
じ
た
一
冊
で
あ
る
が
、
か
つ
て
巻
一
、二
、三
が
存
在
し
た
可
能
性
を
窺
わ
せ
る
に

充
分
な
証
拠
と
い
え
よ
う
。
総
包
と
組
香
の
関
係
に
つ
い
て
は
表
１
に
ま
と
め
た
。

で
は
次
に
香
木
二
点
（
15
）
を
確
認
す
る
。
香
銘
み
は
る
仙
人
（
写
真
７
）
と
う
す

き
白
し
ん
羽
衣（
写
真
８
）で
あ
る
。
い
ず
れ
も
長
さ
４
セ
ン
チ
ほ
ど
の
香
木
で
あ
る
。

香
木
は
炷
い
て
み
な
い
と
い
ず
れ
の
六り

っ

国こ
く

で
あ
る
か
は
不
明
だ
が
、
高
価
な
も
の
で

あ
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
。
香
木
は
小
さ
く
割
っ
て
炷
く
が
一
度
限
り
の
消
耗
品
で

あ
る
。「
草
木
香
」
の
香
包
に
残
る
炷
き
が
ら
は
香
銘
「
唐
衣
」、「
新
月
香
」
の
炷

き
が
ら
は
「
雁
金
」
で
あ
る
。
こ
の
「
唐
衣
」「
雁
金
」
が
、「
東
山
殿　

御
家
の
香
（
16
）」

内
の
名
香
「
唐
衣
」「
雁
金
」
で
あ
る
か
否
か
は
不
明
だ
が
、
現
代
に
お
い
て
も
聞

香
の
記
念
と
し
て
炷
き
が
ら
を
保
存
す
る
こ
と
は
あ
り
、
も
し
も
名
香
で
あ
る
な
ら

ば
尚
更
の
こ
と
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
、
真
田
家
で
は
香
会
を
開
き
、
志
野
流
香
道
伝
書
に
収
載
の

組
香
を
行
い
、
伝
書
に
よ
る
受
容
だ
け
で
な
く
実
技
を
以
て
志
野
流
香
道
を
享
受
し

て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

表
１
　
真
田
家
総
包
九
点
と
『
香
道
八
重
垣
』
巻
一
・
三
収
載
組
香
の
関
係

組
香
名

試
香
包
本
香
包
客
香

典
拠
ま
た
は
香
組
の
解
説
、
炷
き
が
ら
の
有
無

巻
一

住
吉
香

四
包

五
包

住
吉
の
松

『
詞
花
集
』
巻
第
十
六　

賀　

読
人
不
知

 

君
が
代
の
久
し
か
る
べ
き
た
め
し
に
は

か
ね
て
ぞ
植
し
住
吉
の
松

山
路
香

四
包

五
包

ほ
と
と
ぎ
す
『
拾
遺
集
』
巻
第
二　

夏　

源　

公
忠

 

行
や
ら
で
山
路
く
ら
し
つ
ほ
と
ゝ
ぎ
す

今
一
こ
ゑ
の
き
か
ま
ほ
し
さ
に

草
木
香

な
し

十
包

一
二
三
四
五

す
べ
て
が

客
香

一
二
三
四
五
を
二
通
り
用
意
し
左
右
に
分
け
、

左
を
一
包
と
り
、
右
を
一
包
と
っ
て
左
右
入
れ

替
え
左
右
の
内
一
方
を
聞
く
。
炷
き
が
ら
残
存

（
袖
の
春
風
・
無
銘
・
音
羽
川
・
唐
衣
）。

月
見
香

三
包

四
包

秋
の
月

春
の
月
、
夏
の
月
、
冬
の
月
が
試
香
。

巻
三

四
季
香

四
包

五
包

中
央

陶
淵
明
「
四
時
歌
」。
炷
き
が
ら
残
存

（
お
か
べ
）。

駒
止
香

三
包

三
包

な
し

『
新
古
今
集
』
巻
第
二　

春
歌
下　

藤
原
俊
成

 

駒
止
て
な
を
水
か
は
ん
や
ま
ぶ
き
の
花
の
露
そ

ふ
井
手
の
玉
川

『
新
古
今
集
』
巻
第
六　

冬
歌　

藤
原
定
家

 

駒
止
て
袖
う
ち
払
ふ
か
げ
も
な
し
佐
野
の
渡
り

の
ゆ
き
の
夕
暮

『
頼
政
集
』
重
家
卿
歌
合　

源
頼
政

 

あ
ふ
み
路
や
ま
野
の
は
ま
べ
に
駒
と
め
て
ひ
ら

の
高
根
の
花
を
み
る
か
な

四
町
香

四
包

十
三
包
源
氏

『
源
氏
物
語
』
六
条
院
の
女
君
と
源
氏
に
よ
る
。

炷
き
が
ら
残
存
（
音
羽
川
・
唐
衣
）。

歌
仙
新
月
香

総
包
の
み
。

新
月
香

二
包

十
包

月

『
白
氏
文
集
』
巻
十
四

「
八
月
十
五
日
夜
禁
中
独
直
対
月
憶
元
九
」

炷
き
が
ら
残
存
（
雁
金
）。
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三
．
近
世
中
期
の
志
野
流
香
道
の
伝
播

香
道
は
、
茶
道
花
道
と
と
も
に
三
大
遊
芸
の
一
つ
で
あ
り
、
室
町
時
代
以
来
の
伝

統
的
な
貴
族
文
化
と
し
て
、
公
家
、
寺
社
、
武
家
、
富
裕
町
人
な
ど
の
上
層
社
会
で

行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
江
戸
初
期
の
普
及
を
み
る
と
、
そ
れ
は
完
全
相
伝
形
式
を

と
っ
た
も
の
で
、
そ
こ
に
は
ま
だ
家
元
制
度
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
完
全
相
伝
（
17
）

と
い
う
の
は
、
師
匠
か
ら
一
切
を
伝
授
さ
れ
、
そ
れ
を
弟
子
に
相
伝
す
る
権
利
を
与

え
ら
れ
る
も
の
で
、
弟
子
は
そ
の
階
梯
に
し
た
が
い
伝
書
の
書
写
を
許
さ
れ
、
そ
れ

を
繰
り
返
す
こ
と
で
印
可
証
明
を
与
え
ら
れ
、
自
身
も
い
ず
れ
師
匠
と
な
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
こ
で
は
家
元
を
頂
点
と
す
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
組
織
統
制
は
行
わ
れ
な

い
。志

野
流
に
お
い
て
も
初
期
は
完
全
相
伝
形
式
に
よ
る
伝
承
で
あ
っ
た
た
め
、
蜂
谷

家
が
京
都
で
志
野
流
家
元
の
統
制
を
す
る
ま
で
は
、
御
家
流
や
茶
道
石
州
流
の
よ
う

に
、
分
裂
分
流
し
て
、
米
川
流
、
藤
野
流
な
ど
が
成
立
し
た
。『
香
道
八
重
垣
』
奥

書
に
登
場
し
た
里
見
忠
之
進
義
陳
も
後
に
里
見
流
を
創
始
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
分

派
は
、
伝
書
に
も
錯
雑
や
誤
謬
が
起
こ
り
や
す
く
、
人
的
結
束
も
小
規
模
で
弱
い
も

の
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。

こ
の
他
に
も
江
戸
時
代
初
期
に
は
、
今
は
断
片
的
な
伝
書
（
18
）
は
残
る
も
の
の
実

態
は
不
明
な
小
笠
原
流
、
相
阿
弥
流
、
風
早
流
と
い
っ
た
流
派
も
あ
っ
た
。
個
別
の

師
資
相
伝
に
よ
る
技
の
継
承
と
普
及
が
繰
り
返
さ
れ
、
厳
し
い
師
弟
関
係
や
流
派
に

縛
ら
れ
な
い
、
自
由
な
立
場
で
香
を
嗜
む
人
口
が
多
数
存
在
し
て
い
た
も
の
と
察
せ

ら
れ
る
。
西
山
松
之
助
は
『
家
元
の
研
究
』
で
こ
の
時
代
を
百
家
争
鳴
の
時
代
（
19
）

と
名
付
け
て
い
る
。
百
家
争
鳴
の
時
機
到
来
の
背
景
に
は
、
堂
上
方
の
雅
遊
の
嗜
み

と
し
て
の
香
が
、
新
た
な
上
層
階
級
と
な
っ
た
上
流
武
家
社
会
に
浸
透
し
た
こ
と
、

十
七
世
紀
後
半
か
ら
十
八
世
紀
初
頭
に
か
け
て
台
頭
し
た
都
市
部
の
富
裕
町
人
層
の

文
化
的
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
流
行
現
象
の
中
、
享
保
か

ら
延
享
に
か
け
て
、
志
野
、
米
川
、
御
家
の
三
つ
の
流
れ
を
汲
ん
だ
大
口
含
翠
（
20
）

に
師
事
し
た
大
枝
流
芳
（
21
）
に
よ
っ
て
、
多
く
の
香
道
伝
書
が
著
作
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
し
か
も
そ
の
一
部
は
京
都
・
大
坂
・
江
戸
に
店
舗
を
持
つ
植
村
藤
右
衛
門
、
植

村
藤
三
郎
に
よ
っ
て
板
行
さ
れ
、
広
く
流
通
す
る
こ
と
に
な
る
。

志
野
流
は
、
志
野
宗
信
（
一
四
四
三
〜
一
五
二
三
）
か
ら
宗
温
（
一
四
七
七
〜

一
五
五
七
）・
省
巴
（
一
五
〇
二
〜
一
五
七
一
）
と
志
野
家
で
三
代
続
い
た
後
、
門
下

の
建
部
隆
勝
（
生
没
年
不
詳
）
が
同
門
の
蜂
谷
宗
悟
（
？
〜
一
五
八
四
）
に
志
野
流

継
承
を
薦
め
て
第
四
世
と
し
た
。
そ
し
て
享
保
・
元
文
期
（
一
七
六
一
〜
一
七
四
一
）

の
第
八
世
蜂
谷
宗
栄
（
？
〜
一
七
二
八
）
よ
り
九
世
宗
先
（
？
一
七
三
七
）
の
頃
に
、

職
業
香
道
人
と
し
て
の
家
元
制
度
が
成
立
し
た
と
い
わ
れ
る
（
22
）。

香
道
人
口
の
増
加
を
背
景
に
、
職
業
香
道
宗
匠
と
し
て
名
乗
り
を
上
げ
、
組
織
を

結
成
し
、
流
儀
と
し
て
の
権
威
を
高
め
、
よ
り
強
固
な
も
の
に
す
る
た
め
に
も
秘
伝

書
を
整
備
体
系
化
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
23
）。

御
家
流
は
江
戸
後
期
ま
で
師
資
相
伝
を
踏
襲
し
て
い
た
た
め
に
、
志
野
流
の
よ
う

な
家
元
制
度
を
組
織
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
大
枝
も
最
晩
年
に
は
、
当
初

八
十
八
箇
条
で
あ
っ
た
御
家
流
稽
古
箇
条
を
箇
条
改
定
と
と
も
に
内
容
を
改
め
た
百

箇
条
と
し
（
24
）、
秘
伝
固
持
の
た
め
の
入
門
誓
約
之
控
と
し
て
「
香
事
明
誓
八
箇
条
」

の
制
定
に
つ
と
め
て
い
る
。

志
野
流
は
九
世
宗
先
以
降
、『
志
野
流
香
道
箇
条
目
録
』
の
成
立
な
ど
流
派
伝
書

の
整
備
に
つ
と
め
、『
諸
国
門
人
帳
』
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
門
人
を
統
制
集
約
す
る

家
元
制
度
を
確
立
し
て
い
く
。

西
山
松
之
助
に
よ
れ
ば
、
志
野
流
『
諸
国
門
人
帳
』
は
、（
一
）
天
明
五
年
乙
巳

正
月
吉
辰
改
『
諸
国
香
道
門
人
帳
』、（
二
）
享
和
三
年
癸
亥
正
月
吉
日
『
門
人
帳
』、

（
三
）
初
伝
・
炷
合
伝
・
中
伝
・
・
・
皆
伝
に
い
た
る
各
伝
毎
の
相
伝
別
逐
年
記
録
、

の
三
部
か
ら
成
っ
て
い
る
、
と
の
こ
と
で
あ
る
（
25
）。

（
一
）
は
享
保
二
〇
（
一
七
三
五
）
年
か
ら
享
和
二
（
一
八
〇
二
）
年
ま
で
の

六
六
年
間
、（
二
）
は
享
和
三
（
一
八
〇
三
）
年
か
ら
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年
に

至
る
四
三
年
間
の
入
門
・
相
伝
記
録
で
、
年
月
日
・
住
所
・
職
業
あ
る
い
は
役
職
と

相
伝
の
段
階
が
記
さ
れ
て
い
る
。
西
山
は
（
一
）（
二
）
の
門
人
帳
に
よ
っ
て
、
全
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時
期
を
宝
暦
以
前
〈
享
保
二
〇
（
一
七
三
五
）
年
〜
宝
暦
一
三
（
一
七
六
三
）
年
〉、

明
和
―
天
明
〈
明
和
元
（
一
七
六
四
）
年
〜
天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
〉、
寛
政
―

享
和
〈
寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
〜
享
和
三
（
一
八
〇
三
）
年
〉、
文
化
―
文
政
〈
文

化
元
（
一
八
〇
四
）
年
〜
文
政
一
二
（
一
八
二
九
）
年
〉、
天
保
―
弘
化
〈
天
保
元

（
一
八
三
〇
）
年
〜
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年
〉
の
五
期
に
細
分
し
た
「
香
道
志
野

流
門
人
職
業
身
分
時
代
別
一
覧
表
」（
26
）
を
作
成
し
、
そ
こ
か
ら
五
つ
の
特
徴
を
挙

げ
て
い
る
。

①
大
名
な
ら
び
に
そ
の
家
臣
た
ち
が
多
い
こ
と
。

②
町
人
が
武
家
よ
り
多
い
こ
と
。

③ 

寛
政
―
享
和
期
に
能
狂
言
師
が
多
く
、
文
化
―
文
政
期
の
武
家
社
会
に
女
性
が

著
し
く
多
い
こ
と
。

④ 

享
保
―
宝
暦
期
に
農
民
が
若
干
み
え
る
の
み
で
、
あ
と
は
ほ
と
ん
ど
登
場
し
な

い
こ
と
。

⑤
町
医
者
・
僧
侶
が
多
い
こ
と
。

①
に
つ
い
て
は
、「
香
道
志
野
流
入
門
の
大
名
一
覧
表
」（
27
）
を
掲
げ
、
宝
暦
四
年
・

八
年
に
各
一
人
、
九
年
に
六
人
、
九
閏
年
に
二
人
、
一
〇
年
・
一
三
年
に
各
一
人
、

明
和
五
年
・
安
永
一
〇
年
に
各
一
人
、
寛
政
八
年
二
人
、
九
閏
年
に
三
人
、
九
年
に

一
人
、
享
和
元
年
に
一
人
、
文
化
二
年
と
一
三
年
に
各
一
人
、
と
示
し
て
い
る
。
つ

ま
り
宝
暦
年
間
の
入
門
者
が
一
二
人
と
圧
倒
的
に
多
い
。
そ
し
て
こ
れ
ら
大
名
の
内
、

津
軽
藩
主
・
南
部
藩
主
・
播
州
姫
路
藩
主
・
同
州
赤
穂
藩
主
・
豊
後
岡
藩
主
な
ど
は
、

そ
の
家
臣
が
多
数
入
門
し
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

②
に
つ
い
て
は
、「
香
道
志
野
流
門
人
職
業
身
分
時
代
別
一
覧
表
」
よ
り
、
全
門

人
数
二
四
六
九
人
の
内
、
町
人
が
九
一
六
人
（
内
女
性
五
七
人
）
を
占
め
、
三
七
％

の
高
率
を
示
し
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
に
対
し
て
武
家
は
、
大
名
、
一
般
、
浪
人
を
合

わ
せ
て
八
六
八
人
で
、
こ
の
内
奥
女
中
を
主
と
す
る
女
子
が
二
九
六
人
含
ま
れ
る
か

ら
、
主
体
的
積
極
的
な
武
家
社
会
の
志
野
流
香
道
人
口
は
五
七
二
人
で
全
体
の

二
三
％
に
過
ぎ
な
い
、
と
記
し
て
い
る
。

町
人
の
門
人
数
が
武
士
を
上
回
る
の
は
享
保
〜
宝
暦
、
明
和
〜
天
明
期
で
あ
り
、

寛
政
〜
享
和
、
文
化
〜
文
政
期
は
武
家
の
方
が
若
干
多
い
。
そ
し
て
天
保
〜
弘
化
期

で
、
町
人
が
若
干
増
え
て
い
る
。

③
の
文
化
―
文
政
期
の
武
家
社
会
に
女
性
が
著
し
く
多
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
大

名
の
奥
方
・
姫
君
を
は
じ
め
、
大
奥
を
主
勢
力
と
す
る
女
中
た
ち
で
あ
り
、
諸
大
名

の
香
道
が
、
武
士
の
嗜
み
、
す
な
わ
ち
教
養
と
し
て
の
香
道
か
ら
、
遊
び
の
香
道
へ

転
化
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
、
と
分
析
し
て
い
る
。

④
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
の
農
民
層
に
は
、
高
度
な
基
礎
教
養
を
必
要
と
す
る

香
道
に
備
え
う
る
者
が
い
ま
だ
成
長
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

し
か
し
、
門
人
と
な
っ
た
農
民
た
ち
は
、
富
裕
で
か
つ
教
養
も
高
い
文
化
人
農
民
で

あ
る
か
、
そ
れ
ら
を
め
ぐ
る
文
化
的
集
団
を
構
成
し
て
い
た
よ
う
な
人
々
で
あ
っ
た
、

と
考
察
し
て
い
る
。

⑤
の
町
医
者
・
僧
侶
の
数
が
多
い
点
は
、
町
人
社
会
に
お
け
る
文
化
人
と
し
て
、

町
医
の
占
め
る
位
置
が
高
く
、
文
化
的
に
は
最
上
層
町
人
と
な
ら
ん
で
い
る
か
ら
、

と
記
し
て
い
る
。

ま
た
先
の
「
香
道
志
野
流
門
人
職
業
身
分
時
代
別
一
覧
表
」
に
よ
れ
ば
、
明
和
元

（
一
七
六
四
）
年
〜
天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
の
二
五
年
間
が
、
全
職
業
身
分
を
通

し
て
最
多
の
九
五
六
人
（
内
女
性
六
四
人
）
で
あ
る
。
武
士
に
つ
い
て
み
る
と
、
総

勢
二
九
四
人
。
内
訳
は
大
名
二
人
、
一
般
武
士
二
八
七
人
（
内
女
性
三
七
人
）、
浪

人
五
人
で
あ
る
。
先
の
②
全
門
人
二
四
六
九
人
中
で
、
主
体
的
積
極
的
な
武
家
社
会

の
志
野
流
香
道
人
口
五
七
二
人
に
対
し
て
、
明
和
〜
天
明
期
の
武
士
総
勢
二
九
四
人

か
ら
女
性
三
七
人
を
除
く
二
五
七
人
は
約
四
五
％
に
あ
た
る
。
武
家
社
会
に
お
い
て

も
こ
の
明
和
〜
天
明
期
に
最
多
の
門
人
を
獲
得
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
西
山
は
、
志
野
流
香
道
は
町
人
社
会
を
主
軸
と
し
て
、
武
家

社
会
に
も
支
持
さ
れ
つ
つ
、
そ
の
家
元
制
度
組
織
を
整
備
し
て
い
っ
た
こ
と
が
で
き
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る
と
し
、
享
保
―
宝
暦
、
明
和
―
天
明
期
を
蜂
谷
家
の
家
元
固
成
発
展
期
に
当
た
る

と
位
置
付
け
て
い
る
。

ま
た
「
香
道
志
野
流
門
人
地
方
国
時
代
別
一
覧
表
」（
28
）
に
よ
れ
ば
、
五
期
を
通

し
て
最
多
は
尾
張
五
五
六
人
（
内
女
性
三
六
人
）、
次
い
で
武
蔵
（
江
戸
）
二
二
七

人
（
内
女
性
一
一
二
人
）、
山
城
（
京
都
）
二
〇
八
人
（
内
女
性
一
四
人
）
で
あ
る
。

信
濃
は
、
文
化
元
年
〜
文
政
一
二
年
の
一
人
の
み
で
あ
っ
た
。

『
入
門
帳
』
に
名
を
列
す
る
こ
と
は
な
く
と
も
、
志
野
流
香
道
に
親
し
ん
だ
人
は

あ
る
程
度
数
居
た
は
ず
で
、
そ
う
し
た
裾
野
の
人
口
な
く
し
て
流
派
の
繁
栄
は
あ
り

得
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

信
濃
国
松
代
藩
真
田
家
に
数
冊
と
は
い
え
ど
も
、
宝
暦
、
明
和
、
安
永
の
年
紀
を

も
つ
志
野
流
香
道
伝
書
が
存
在
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
天
明
頃
に
成
立
し
た
と
い
わ

れ
る
『
香
道
八
重
垣
』
を
以
て
実
際
の
聞
香
が
行
わ
れ
た
証
拠
で
あ
る
総
包
が
遺
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
真
田
家
の
志
野
流
香
道
享
受
は
、
西
山
の
言
う
「
蜂
谷
家
の
家

元
固
成
発
展
期
」
と
時
期
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
り
、
近
世
中
期
の
志
野
流
香
道

伝
播
の
状
況
と
符
合
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
信
濃
国
松
代
藩
真
田
家
文
書
内
、
香
道
関
係
文
書
（
伝
書
八
点
）・

史
料
（
総
包
九
点
、
香
木
二
点
）
を
精
査
検
証
し
て
、
真
田
家
に
お
け
る
志
野
流
香

道
享
受
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
、
こ
の
伝
書
の
内
『
香
道
八
重
垣
』『
香
道
伝
書
』
に
よ
り
、
国
会
図
書
館

が
蔵
し
て
い
る
同
伝
書
の
欠
落
部
分
を
補
完
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
具
体
的
に

は
、『
香
道
八
重
垣
』
巻
七
「
琴
玉
香
」
と
『
香
道
伝
書
』
巻
十
「
名
香
四
季
部
分
」

で
あ
る
。

さ
ら
に
、
宝
暦
、
明
和
、
安
永
、
天
明
に
か
け
て
の
真
田
家
に
お
け
る
志
野
流
香

道
享
受
は
、
西
山
の
い
う
「
蜂
谷
家
の
家
元
固
成
発
展
期
」
と
時
期
を
同
じ
く
す
る

も
の
で
あ
り
、
近
世
中
期
の
志
野
流
香
道
伝
播
の
状
況
と
符
合
す
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
提
示
し
た
。

真
田
家
の
伝
書
奥
書
に
登
場
し
た
和
田
柔
周
、
篠
原
勝
庸
両
者
に
つ
い
て
は
不
明

で
あ
る
が
、
志
野
流
香
道
の
伝
授
を
受
け
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
特
に
篠
原
勝
庸
は
複

数
の
伝
書
書
写
に
あ
た
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
真
田
家
に
お
け
る
志
野
流
香
道
享
受

に
お
い
て
、
牽
引
的
立
場
に
居
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

香
道
に
限
ら
ず
家
元
制
度
に
お
い
て
は
、
家
元
を
代
行
す
る
、
あ
る
い
は
門
人
と

家
元
を
繋
い
で
中
間
教
授
を
す
る
中
間
的
宗
匠
が
必
須
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
名
取
師

匠
と
呼
ば
れ
る
存
在
に
な
り
、
名
取
制
度
が
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
西
山
は
こ
の
名

取
制
度
を
「
家
元
家
父
長
的
権
力
の
拡
大
再
生
産
構
造
」
と
名
付
け
た
（
29
）。
志
野

流
香
道
に
お
い
て
も
、
中
間
的
宗
匠
の
存
在
が
、
家
元
制
度
を
支
え
、
流
派
の
繁
栄

に
貢
献
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
30
）。
あ
く
ま
で
推
測
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な

い
が
、
篠
原
勝
庸
は
真
田
家
に
お
け
る
志
野
流
香
道
の
中
間
的
宗
匠
の
役
割
を
担
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

注（
１
）
国
文
学
研
究
資
料
館　

史
料
情
報
共
有
化
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
信
濃
国
松
代
真
田

家
文
書
３　

範
囲
と
内
容
」
よ
り
抜
粋
。

（
２
）
福
田
千
鶴
「
大
名
の
交
遊
―
歴
史
学
か
ら
」（
井
上
敏
幸
研
究
者
代
表
「
近
世
中
・

後
期
松
代
藩
真
田
家
代
々
の
和
歌
・
俳
諧
・
漢
詩
文
及
び
緒
芸
に
関
す
る
研
究
」

（
第
一
分
冊　

論
文
篇
・
資
料
篇　

第
一
部
）
二
〇
〇
八
年
、
五
五
〜
六
三
頁
）。

（
３
）『
長
野
県
史　

通
史
篇　

第
六
巻
近
世
三
』（
一
九
八
九
年
、長
野
県
史
刊
行
会
）。

『
北
信
地
方　

長
野
県
史　

長
野
県
編　

近
世
史
料
編　

第
七
巻　

一
』

（
一
九
七
五
年
、
長
野
県
史
刊
行
会
）。

（
４
）
国
文
学
研
究
資
料
館
寄
託
：
信
濃
国
松
代
真
田
家
文
書
群
内　

香
道
伝
書
は
以

下
の
通
り
。

 
『
十
種
香
表
十
組　

香
道
之
次
第
聞
書
』
宝
暦
十
二
年　

〇
〇
八
五
九

 

『
十
組
香
道
次
第
聞
書
』　

〇
〇
八
六
〇

 

『
志
野
流
香
道
秘
伝
』
明
和
五
年　

26
Ａ
／
あ
〇
三
七
五
六

 

『
十
種
香
次
第
聞
書
』
安
永
六
年　

名
乗
紙
五
枚
あ
り　

〇
〇
八
五
八

 

『
十
種
香
伝
書
』　

〇
〇
八
六
三
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『
香
道
八
重
垣　

巻
四
、五
、六
』　

〇
〇
八
六
一

 

『
香
道
八
重
垣　

巻
七
、八
』　

〇
〇
八
六
二

 
『
香
道
伝
書
』　

〇
一
〇
四
二
―
〇
二
〇

（
５
）「
古
十
組
」
に
つ
い
て
は
、
堀
口
悟
・
鈴
木
健
夫
・
村
田
真
知
子
『
江
戸
初
期

の
香
文
化　

香
が
つ
な
ぐ
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
文
学
通
信
、
二
〇
二
〇
年
、

二
五
〜
二
六
頁
、及
び
三
一
〜
三
二
頁
、三
五
〜
三
六
頁
に
拠
り
、以
下
に
記
す
。

 

こ
れ
ま
で
は
、
実
践
女
子
大
学
日
野
図
書
館
蔵
の
『
香
之
記
序
』（『
心
遠
斎
香

道
叢
書
正
編
四
』）
に
合
冊
さ
れ
て
い
た
『
十
組
香
之
記
』
元
文
元
（
一
七
三
六
）

年
大
枝
流
芳
写
が
古
十
組
香
の
初
出
例
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。『
香
之
記
序
』
は

格
調
高
い
名
文
で
、
偉
大
な
文
化
人
細
川
幽
斎
が
書
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
水
戸
市
立
博
物
館
本
『
聞
香
伝
書
』
が
、内
容
的
に
は
従
来
「
香
之
記
序
」

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
文
献
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
同
書
奥
書
に
、
著
者
で

あ
る
「
岡
嶋
亦
幸
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
た
。
本
書
の
発
見
に
よ
り
、
従
来
の

細
川
幽
斎
著
作
説
が
否
定
さ
れ
、
翠
川
文
子
氏
に
よ
っ
て
新
し
く
岡
嶋
亦
幸
説

が
提
唱
さ
れ
た
（「
〇
二
〇
四
〔
聞
香
伝
書
〕」『
香
道
文
献
目
録
―
所
蔵
館
別

―
（
香
書
双
書　

資
料
１
）』、
清
水
書
院
、
二
〇
一
五
年
、
三
五
〜
三
六
頁
）。

 

ま
た
、
水
戸
市
博
蔵
の
『
十
炷
香
之
記
』
は
、
現
在
通
行
の
「
十
組
香
」
の
古

体
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
「
古
十
組
香
」
の
形
式
を
遺
す
史
料
で
あ
る
。『
香
之

記
序
』
と
、「
十
組
」
を
基
本
と
す
る
『
古
十
組
香
』
と
は
直
接
の
関
係
は
な
く
、

『
香
之
記
序
』
が
「
十
組
香
」
の
序
文
だ
と
い
う
大
枝
流
芳
説
は
誤
読
に
基
づ
い

て
い
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
大
枝
流
芳
は
、『
改
正
香
道
秘
伝
』（
享
保
十
九

（
一
七
三
四
）
年
跋
、
元
文
四
（
一
七
三
九
）
年
刊
）
上
巻
に
お
い
て
、「
右
十

組
香
は
、
古
来
よ
り
あ
り
来
し
を
、
細
川
幽
斎
子
始
て
文
と
な
し
て
筆
記
し
給

ふ
も
の
な
り
。」
と
述
べ
て
、幽
斎
説
を
提
唱
し
、付
録
の
『
奥
の
栞
』
下
巻
で
は
、

「
十
組
香
之
記
、
余
が
伝
る
所
の
も
の
は
真
名
序
あ
り
。
細
川
玄
旨
法
印
の
作
な

り
。
由
来
く
わ
し
。
十
組
は
玄
旨
法
印
よ
り
前
よ
り
、
あ
り
し
も
の
な
り
。」
と

記
し
、「
十
組
香
」
は
、
細
川
幽
斎
以
前
に
も
存
在
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、
自
ら

の
幽
斎
説
に
や
や
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。「
古
十
組
」
に
含
ま
れ
る
「
十
炷
香
」

の
最
古
の
香
記
録
に
つ
い
て
、
本
間
洋
子
氏
は
、「
末
柄
豊
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
」

と
し
て
、「
十
炷
香
記
録
が
『
言
国
卿
記
』
文
明
七
（
一
四
七
五
）
年
五
月

二
十
九
日
紙
背
文
書
に
み
ら
れ
、
現
在
の
と
こ
ろ
こ
れ
が
最
も
古
い
記
録
と
言

え
る
」
と
述
べ
て
い
る
（『
中
世
後
期
の
香
文
化
―
香
道
の
黎
明
―
』
思
文
閣
、

二
〇
一
四
年
、
一
八
二
頁
）。
な
お
、
大
枝
流
芳
『
香
道
秋
の
光
』（
享
保
十
八

（
一
七
三
三
）
年
、
杳
熏
堂
板
）「
凡
例
」
に
よ
れ
ば
、「
一　

組
香
古
へ
よ
り
志

野
家
に
用
ひ
来
る
十
組
は
、
十
炷
香
・
花
月
香
・
小
鳥
香
・
宇
治
山
香
・
郭
公
香
・

系
図
香
・
小
草
香
・
焼
合
香
・
源
平
香
・
鳥
合
香
也
。」
と
し
、
さ
ら
に
、「
米

川
流
の
十
組
は
右
の
十
組
の
中
、
鳥
合
香
・
郭
公
香
・
源
平
香
の
三
つ
を
除
き
て
、

名
所
香
・
矢
数
香
・
競
馬
香
の
三
つ
を
入
た
り
。」
と
あ
る
。

（
６
）
国
文
学
研
究
資
料
館
の
注
記
に
「
短
冊
五
枚
」
と
あ
る
が
、こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。

 

「
杉
原
紙
」
は
、
中
世
か
ら
近
世
に
わ
た
っ
て
長
く
製
さ
れ
、
公
家
・
武
家
の

公
用
紙
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
い
う（『
角
川
古
語
辞
典　

第
三
巻
』角
川
書
店
、

一
九
八
七
年
、
四
四
三
頁
）。

（
７
）
連
理
香
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
も
の
は
少
な
く
、
秘
蔵
第
一
の
伝
授
と
し
て
「
秘

伝
の
香
な
れ
ば
し
か
た
あ
ら
は
さ
ず
」（「
連
理
香
」『
香
道
蘭
之
園
』
元
文
の
頃
、

江
戸
で
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
御
家
流
伝
書
）
な
ど
の
文
言
に
終
始
す
る
。

 

筆
者
は
、
志
野
流
伝
書
『
連
理
伝
』（
国
会
図
書
館
蔵
一
八
九
―
一
八
七
香
道

伝
書
二
二
）
で
連
理
香
の
あ
ら
ま
し
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
書
は
、
志

野
流
三
世
不
寒
斎
省
巴
（
一
五
〇
二
〜
一
五
七
一
）
遺
筆
の
書
に
、
九
世
蜂
谷

宗
先
（
？
〜
一
七
三
七
）
に
師
事
し
た
藤
野
専
斎
昌
章
（
生
没
年
不
詳
）
よ
り

の
伝
授
を
、
昌
章
の
孫
・
藤
野
春
淳
（
得
意
庵
朴
翁
専
斎
・
？
〜
一
八
一
三
）

が
補
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
８
）
国
会
図
書
館
蔵
『
香
道
八
重
垣
』
わ
七
九
二
―
六　

八
巻
合
二
冊
。

 

各
巻
収
載
の
組
香
は
以
下
の
通
り
。

 

巻
一
： 

住
吉
香
・
松
竹
梅
香
・
山
路
香
・
三
種
小
鳥
香
・
春
雨
香
・
鶯
香
・
三

夕
香
・
草
木
香
・
月
見
香
・
三
鳥
香
。

 

巻
二
： 

外
組
花
月
香
・
忍
香
・
三
体
香
・
恋
題
香
・
新
宇
治
香
・
玉
川
香
・
新

住
吉
香
・
宇
治
香
・
替
宇
治
香
・
一
二
三
香
。

 

巻
三
： 

四
季
香
・
新
四
季
香
・
駒
止
香
・
哥
仙
香
・
四
節
香
・
四
町
香
・
梅
炷
香
・

新
月
香
・
三
炷
香
・
系
図
香
（
図
二
種
）。

 

巻
四
： 

和
哥
題
香
・
古
今
香
・
古
今
和
哥
香
・
新
古
今
香
・
常
磐
香
・
当
座
和

哥
香
・
禁
裏
香
・
難
波
名
所
香
・
雪
月
花
香
・
花
軍
香
。

 
巻
五
： 

郭
公
香
・
星
合
香
・
鳥
合
香
・
宇
客
香
・
陸
奥
名
所
香
・
呉
越
香
・
八

卦
香
・
四
季
三
景
香
・
煙
競
香
・
芳
野
香
。

 

巻
六
： 
源
平
香
・
六
義
香
・
無
試
十
炷
香
・
源
氏
舞
楽
香
・
焼
合
花
月
香
・
闘

鶏
香
・
新
闘
鶏
香
・
蹴
鞠
香
・
源
氏
蹴
鞠
香
・
古
法
十
炷
香
。

 

巻
七
： 

雨
乞
香
・
時
鳥
香
・
五
色
香
・
一
陽
香
・
二
種
十
炷
香
・
桜
香
・
関
寺
香
・
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緒
手
巻
香
・
煙
争
香
。
琴
玉
香
が
欠
落
。

 

巻
八
： 

雲
月
香
・
山
川
香
・
十
二
種
香
・（
異
）
玉
川
香
・（
異
）
小
鳥
香
・
位
香
・

（
異
）
忍
香
・
源
氏
香
・
六
義
香
・
哥
集
香
。

 
以
上
組
香
七
九
組
、
も
と
は
八
〇
組
。

（
９
）
国
会
図
書
館
蔵
『
香
道
伝
書
』
わ
七
九
二
―
五　

一
〇
巻
の
う
ち
存
九
巻
九
冊
。

巻
十
が
欠
。

（
10
）
神
保
博
行
『
香
道
の
歴
史
事
典
』（
柏
書
房
、
二
〇
〇
二
年
、
三
五
四
頁
）。

（
11
）
国
文
学
研
究
資
料
館
寄
託
：
信
濃
国
松
代
真
田
家
文
書
群
内　

総
包
九
点
は
以

下
の
通
り
。（　

）
内
は
筆
者
に
よ
り
、
残
存
す
る
炷
き
が
ら
の
香
名
で
あ
る
。

 

﹇
月
見
香
﹈
香
小
包
あ
り
。
〇
一
〇
四
一
―
〇
〇
一

 

﹇
新
月
香
﹈
御
香
木
、
香
小
包
あ
り
。
〇
一
〇
四
一
―
〇
〇
二
（
雁
金
）

 

﹇
駒
止
香
﹈
香
小
包
あ
り
。
〇
一
〇
四
一
―
〇
〇
三

 

﹇
四
町
香
﹈
御
香
木
、
香
小
包
あ
り
。
〇
一
〇
四
一
―
〇
〇
四
（
音
羽
川
・
唐
衣
）

 

﹇
歌
仙
新
月
香
﹈
総
包
の
み
。
〇
一
〇
四
一
―
〇
〇
五　

 

﹇
住
吉
香
﹈
香
小
包
あ
り
。
〇
一
〇
四
一
―
〇
〇
六

 

﹇
草
木
香
﹈
御
香
木
、
香
小
包
あ
り
。
〇
一
〇
四
一
―
〇
〇
七

 
 

（
袖
の
春
風
・
無
銘
・
唐
衣
・
音
羽
川
）

 

﹇
山
路
香
﹈
香
小
包
あ
り
。
〇
一
〇
四
一
―
〇
〇
八

 

﹇
四
季
香
﹈
御
香
木
、
香
小
包
あ
り
。
〇
一
〇
四
一
―
〇
〇
九
（
お
か
べ
）

（
12
）「
四
町
香
」
は
「
源
氏
京
極
四
町
香
」
と
も
い
う
。『
源
氏
物
語
』
で
光
源
氏
が

造
営
し
た
「
六
条
院
」
に
想
を
得
た
組
香
で
、
四
季
に
準
え
た
四
つ
の
町
に
住

む
女
君
の
名
が
香
名
に
付
け
ら
れ
る
。
春
の
紫
上
、夏
の
花
散
里
、冬
の
明
石
方
、

源
氏
、
女
三
宮
で
あ
る
。
秋
の
町
は
秋
好
中
宮
の
里
邸
で
あ
る
が
中
宮
ゆ
え
に

登
場
し
な
い
。
ま
た
紫
上
は
春
の
町
の
東
の
対
に
住
ま
う
も
、
後
に
女
三
宮
が

正
妻
と
し
て
正
殿
に
入
る
の
で
、
組
香
に
も
登
場
す
る
次
第
で
あ
る
。

 

紫
・
花
ち
る
里
・
明
石
・
女
三
と
名
付
け
た
香
四
種
を
四
包
ず
つ
用
意
し
、
そ

れ
ぞ
れ
一
包
を
試
す
る
。
源
氏
は
試
の
な
い
客
香
で
一
包
を
用
意
す
る
。
本
香

は
十
三
包
を
打
ち
混
ぜ
た
後
、
順
番
に
炷
き
出
し
、
い
ず
れ
の
香
で
あ
る
か
を

聞
き
当
て
て
い
く
。
答
え
に
は
香
札
を
使
う
。

 

試
な
し
の
源
氏
を
聞
き
当
て
る
と
二
点
得
点
で
き
る
。
他
は
各
一
点
で
あ
る
。

（
13
）
本
来
は
香
包
も
複
数
回
の
使
い
回
し
は
し
な
い
。

（
14
）
他
流
で
は
縦
四
つ
折
の
も
の
も
あ
る
。

（
15
）
国
文
学
研
究
資
料
館
寄
託
：
信
濃
国
松
代
真
田
家
文
書
群
内　

香
木
二
点
は
以

下
の
通
り
。

 

﹇
み
は
る
仙
人
﹈
御
香
木
、
香
小
包
あ
り
。
〇
一
〇
四
一
―
〇
一
〇　

長
さ
4.5 

cm
、

直
径
約
4 

cm
。

 

﹇
う
す
き
白
し
ん
羽
衣
﹈
御
香
木
、
香
小
包
あ
り　

〇
一
〇
四
一
―
〇
一
一　

長
さ
4.8 

cm
、
直
径
約
4.6 

cm
。

（
16
）
東
山
殿
・
足
利
義
政
が
所
持
し
た
と
い
う
名
香
一
二
六
種
の
こ
と
。

（
17
）
西
山
松
之
助
は
『
芸
道
と
伝
統
』（『
西
山
松
之
助
著
作
集
』
第
六
巻
、
吉
川
弘

文
館
、
一
九
八
四
年
）「
近
世
の
芸
道　
（
二
）
伝
承
と
創
造　

１
秘
技
相
伝
」

で
相
伝
形
式
に
つ
い
て
精
査
し
、
御
家
流
の
よ
う
な
相
伝
形
式
を
「
完
全
相
伝
」

と
名
付
け
た
。
師
匠
と
弟
子
の
繋
が
り
の
み
で
、
家
元
不
在
の
相
伝
形
式
の
こ

と
で
あ
る
。
本
稿
で
は
「
師
資
相
伝
」
と
表
記
す
る
。

（
18
）
大
枝
流
芳
が
収
集
及
び
編
纂
書
写
し
た
香
道
伝
書
群
『
心
遠
斎
香
道
叢
書
』（
実

践
女
子
大
学
日
野
図
書
館
蔵
）
内
に
、『
小
笠
原
流
香
之
筆
記
』、『
香
之
筆
記　

相
阿
弥
流
』『（
風
早
）
実
種
卿
家
本
』
等
が
あ
る
。

（
19
）
西
山
松
之
助
『
家
元
の
研
究
』（『
西
山
松
之
助
著
作
集
』
第
一
巻
、吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
二
年
、
四
二
五
頁
）。

（
20
）
大
口
含
翠
・
樵
翁　

茶
人
、元
禄
二
（
一
六
八
九
）
年
生
、明
和
元
（
一
七
六
四
）

年
没
。
七
六
歳
。
大
坂
の
人
。
大
西
閑
斎
（
江
戸
前
期
〜
中
期
の
茶
人
。
大
和

小
泉
藩
主
片
桐
石
州
の
家
臣
。）
に
石
州
流
の
茶
道
を
学
び
、
の
ち
に
一
派
を

創
し
て
大
口
流
と
し
た
。

（
21
）
大
枝
流
芳
、香
道
家
、生
年
未
詳
、寛
延
二
（
一
七
四
九
）
年
〜
同
四
（
一
七
五
一
）

年
の
間
に
没
。
拙
稿
「
大
枝
流
芳
の
香
道
伝
書
『
香
道
深
緑
』
に
つ
い
て
」
で

詳
述
。（『
藝
能
史
研
究
』
第
二
二
八
号
、二
〇
二
〇
年
一
月
、四
六
〜
六
八
頁
）。

（
22
）
注
（
10
）
同
書
、
五
六
、三
六
〇
、四
〇
六
、四
〇
七
頁
。

（
23
）
注
（
19
）
同
書
、
四
二
六
頁
。

（
24
）
注
（
５
）
の
翠
川
文
子
同
書
、
四
〇
六
頁
「
二
八
〇
一
御
家
流
香
事
稽
古
目
録

百
箇
条
註
解
」解
説
、及
び
一
六
四
頁「
〇
九
九
〇
香
事
稽
古
八
十
八
箇
条
略
註
」

解
説
。

（
25
）
注
（
19
）
同
書
、
四
二
八
〜
四
四
五
頁
。

（
26
）
注
（
19
）
同
書
、
四
二
九
頁
。

（
27
）
注
（
19
）
同
書
、
四
三
〇
頁
。

（
28
）
注
（
19
）
同
書
、
四
三
五
頁
。

（
29
）
注
（
19
）
同
書
、
四
四
八
〜
四
四
九
頁
。
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西
山
は
、「
志
野
流
家
元
の
門
人
帳
の
な
か
に
、
家
元
制
度
の
最
も
重
要
な
構

造
紐
帯
で
あ
る
名
取
制
度
、
す
な
わ
ち
家
元
家
父
長
的
権
力
の
拡
大
再
生
産
構

造
が
み
う
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て『
諸

国
香
道
門
人
帳
』
は
ほ
と
ん
ど
答
え
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

 
紹
介
者
と
い
う
も
の
を
全
く
記
録
し
て
い
な
い
し
、
い
わ
ゆ
る
名
取
の
中
間
的

宗
匠
を
記
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
門
人
帳
を
細
か
く
討
究
し

て
み
る
と
、
名
取
師
匠
に
相
当
す
る
も
の
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
も
不
可
能
な

こ
と
で
は
な
い
。」
と
記
し
て
い
る
。

（
30
）
天
保
四
（
一
八
三
三
）
年
か
ら
天
保
一
〇
（
一
八
三
九
）
年
ま
で
続
い
た
天
保

の
大
飢
饉
や
そ
れ
に
伴
う
百
姓
一
揆
・
打
ち
壊
し
、加
え
て
天
保
八
（
一
八
三
七
）

年
の
大
塩
平
八
郎
の
乱
な
ど
、
幕
政
を
揺
る
が
す
事
件
に
よ
り
、
天
保
一
二

（
一
八
四
一
）
年
に
老
中
水
野
忠
邦
に
よ
る
天
保
の
改
革
が
行
わ
れ
た
。
こ
の

改
革
に
よ
っ
て
、
志
野
流
香
道
は
停
滞
期
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。

〔
謝
辞
〕 

国
文
学
研
究
資
料
館
寄
託
：
信
濃
国
松
代
真
田
家
文
書
群
内　

名
乗
紙
、

総
包
、
香
包
、
香
木
の
写
真
掲
載
を
ご
快
諾
い
た
だ
き
ま
し
た
眞
田
幸
俊

氏
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

二
〇
二
一
年
九
月
三
〇
日　

受
付

二
〇
二
一
年
一
二
月
二
日　

採
択
決
定
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参
考
資
料　

香
道
の
専
門
用
語

組
香　

 

数
種
の
香
を
組
合
せ
、
一
定
の
主
題
を
表
現
す
る
香
の
ゲ
ー
ム
の
様
式
で
、

文
学
的
主
題
を
持
つ
も
の
が
多
い
。

香
組　

 
組
香
に
用
い
る
香
木
を
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
選
択
す
る
こ
と
。
香
種
や
香
包
の

数
、
組
合
せ
の
こ
と
。

聞
香　

 「
も
ん
こ
う
」
ま
た
は
「
ぶ
ん
こ
う
」
と
も
読
む
。
聞
き
香
炉
に
炭
団
を
活
け
、

銀
葉
（
雲
母
片
）
の
上
に
載
せ
て
く
ゆ
ら
し
た
香
木
の
匂
い
を
嗅
い
で
、
そ

の
香
り
が
何
か
を
聞
き
当
て
る
。

盤
物　

 

盤
立
物
と
も
い
う
。
盤
上
で
立
物
と
呼
ば
れ
る
人
形
を
は
じ
め
、
様
々
な
形

象
を
用
い
、
香
を
聞
き
当
て
る
ご
と
に
立
物
を
移
動
さ
せ
て
楽
し
む
も
の
。

組
香
の
ひ
と
つ
で
香
席
に
女
性
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
視
覚
的
な
遊
戯

性
を
高
め
る
も
の
と
し
て
生
ま
れ
た
。

文
台　

 

香
席
で
の
香
の
当
否
や
、
香
銘
な
ど
の
記
録
を
す
る
係
の
こ
と
で
執
筆
と
も

い
う
。
ま
た
は
そ
の
際
に
使
う
硯
箱
や
書
籍
を
の
せ
る
た
め
の
長
方
形
で
小

型
の
台
の
こ
と
。

六り
っ

国こ
く　

 

香
木
の
六
つ
の
種
類
の
こ
と
。
伽き
ゃ
ら羅
・
羅ら

国こ
く

・
真ま

那な

か賀
・
真ま
な
ば
ん

那
蛮
・
佐さ

そ曽

羅ら

・
寸す
も
ん門
多た

ら羅
。
伽
羅
が
最
も
上
質
で
高
価
で
あ
る
。

五ご

み味　

 

香
木
の
五
つ
の
味
わ
い
の
こ
と
。
甘
い
・
酸
っ
ぱ
い
・
辛
い
・
苦
い
・
鹹
し
お
か
らい
。

試こ
こ
ろ
み
こ
う

香　

 

組
香
で
本
香
（
本
戦
）
で
使
わ
れ
る
香
を
ゲ
ー
ム
の
前
に
炷た

き
、
そ
れ
を
聞

い
て
香
り
を
記
憶
す
る
こ
と
。

客
香　

 

試
の
な
い
香
の
こ
と
で
、
客
と
い
う
字
の
ウ
冠
を
と
っ
て
「
ウ
」
と
略
さ
れ
、

こ
れ
を
聞
き
当
て
る
と
得
点
が
高
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。

証
歌　

 

組
香
の
主
題
の
典
拠
と
な
る
和
歌
（
ま
た
は
漢
詩
）
の
こ
と
。

証
詞　

 

組
香
の
主
題
の
典
拠
と
な
る
物
語
の
言
葉
の
こ
と
。

聞
き
の
名
目
（「
め
い
も
く
」
ま
た
は
「
み
ょ
う
も
く
」）

 
 

 
 

組
香
の
主
題
や
依
拠
文
学
作
品
に
よ
る
言
葉
が
指
定
さ
れ
、
そ
の
言
葉
で
答

え
る
。
名
乗
り
紙
（
回
答
を
書
く
紙
）
に
毛
筆
で
認
め
る
。

一
炷ち
ゅ
う
　

 

香
を
ひ
と
つ
炷た

く
こ
と
。

札
打
ち　

香
札
で
答
え
る
こ
と
。

補
足　

 

香
会
（
香
筵
）
の
客
（
聞
き
手
・
連
衆
）
は
一
〇
人
が
基
本
。
香
会
で
使
う

香
木
を
提
供
す
る
人
を
香
本
（
元
）
ま
た
は
出
香
と
い
い
、
香
点
法
を
す
る

人
と
同
一
の
場
合
が
多
い
。

 
 

 

文
台
が
香
席
の
当
否
な
ど
を
記
録
し
た
紙
を
「
香
之
記
」
と
い
い
、
そ
の
香

会
で
の
勝
者
で
席
次
の
高
い
者
に
贈
ら
れ
る
。
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写真１　名乗紙写真２　「新住吉香」総包  
秋が主題の「新住吉香」に因ん
での竜田川図か。この総包は両
面仕立で反対側は「新月香」と
記され、「新月香」の香包を内蔵
していた。

写真３　「草木香」  
本香包に炷きがらあり。  
香銘「音羽川」

写真４　「四町香」総包  
総包内側に「新宇治香」とあり。
両面仕立てである。



111

武居雅子  信濃国松代藩真田家の志野流香道享受について

72総研大文化科学研究 第18号（2022）（ ）

写真６　「山路香」総包と本香包  
右本香包の上下折目に鶯の穴跡がある。
２度使用した痕跡と考えられる。

写真５　「四町香」の香組  
右上から試香包  
紫上・花散里・明石・女三宮  
本香包　各三包  
手前　開いた客香　源氏の香包

写真７　香木「みはる仙人」写真８　香木「うすき白しん羽衣」

国文学研究資料館　寄託（眞田幸俊氏）：信濃国松代真田家文書群内　香道関係写真の二次使用を禁じます。




